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漁業担い手支援事業
364万９千円

八雲町の漁業の持続的発展を図るため、新規就
漁者及び漁業後継者に対し、各種資格取得に
係る費用を助成することにより、
漁業後継者の
育成及び漁業の担い手の
確保を図る

定例会後、国庫補助の
採択を受け第2回臨時会にて
R7補正（繰越明許費）。

定例会後、制度設計を見直し決定

令和８年　第1回定例会

令和８年度注目事業

令和８年３月５日～３月１３日
第１回定例会は、上記の日程で開かれ、令和８年度一般会計予算、特別会計予算等が審議され、全会一致で
可決されました。

出産祝い金交付事業
1,901万３千円

八雲町に生まれてきてくれた子供の誕生
を祝福し、健やかな成長を願うとともに、
経済的負担の軽減を図る
対象児：令和８年４月１日以後に出生し、八雲
町に住民登録を行った児童
交付額：第１子から一律20万円

ウイスキー蒸留所誘致事業
１億1,953万２千円

新たな産業・観光振興に資するウイスキー蒸留
所建設工事に伴う補助金等
国の地域未来交付金
を活用。
補助率1/3以内

防災士資格取得支援事業
95万７千円

地域防災リーダーの更なるスキルアップの促進や地域防災力の向上、地域コミュニティの活性化
を目的として、「防災士」の資格取得を支援。
助成額：１名あたり最大６万３千８００円（研修受講料、試験受験料、登録申請料）
対象者：防災士として活動する意思のある者　（１５名分）

北海道新幹線整備事業負担金
１億4,463万６千円

北海道新幹線新八雲（仮称）駅の整備に係
る八雲町負担金
事業主体：鉄道・運輸機構
事業費：43億3,906万５千円
負担率：1/30
事業期間：平成26年度～令和18年度
　　　　　　　　　　（債務負担行為）
事業内容：�用地測量、駅高架橋工事、�

建物設計等
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　公民館機能を除いた町機能・保健センター・子育て関連の複合施設としてイニシャルランニングコストを抑
えた建物とするべく基本・実施設計を令和８年度から令和９年度の２年で実施し、令和１２年度の完成を目
指す。２年で実施する基本・実施設計業務委託料は１億７, ３６３万５千円で、このうち令和８年度分として
４, １１３万５千円、町民周知に係る経費２０万７千円。

○破砕処理室の他、外壁選別室等の火災復旧改修工事請負費	 １億１, ５１０万４千円
○火災復旧改修工事管理業務委託料	 ５６６万５千円

（２月）
　５日	 全員協議会
　12日	 総務経済常任委員会
　16日	 全員協議会
	 議会運営委員会
　19日	 文教厚生常任委員会
　20日	 総務経済常任委員会
　27日	 議会運営委員会

（３月）
　４日	 総務経済常任委員会
　５日～13日
	 第１回定例会
	 予算特別委員会
	 全員協議会
	 総務経済常任委員会
	 文教厚生常任委員会
	 広報広聴常任委員会
	 議会運営委員会
　19日	 議会運営委員会
　26日	 第２回臨時会
	 全員協議会
	 文教厚生常任委員会
	 八雲町役場庁舎等整備
	 調査特別委員会

（４月）
　３日	 八雲町役場庁舎等整備
	 調査特別委員会
	 議会運営委員会
　９日	 議会運営委員会
	 広報広聴常任委員会
　13日	 全員協議会
	 第３回臨時会
	 八雲町役場庁舎等整備
	 調査特別委員会
	 病院経営健全化調査特
	 別委員会
　23日	 全員協議会
	 文教厚生常任委員会
	 �八雲町役場庁舎等整備調

査特別委員会小委員会

◎落部レクリエーションセンター
　【女性限定】	 １３時３０分から
◎ふれあい交流センターくまいし館
　【町民だれでも参加OK】
　	 １３時３０分から

◎はぴあ八雲
　【女性限定】	 １３時３０分から
◎はぴあ八雲
　【町民だれでも参加ＯＫ】
	 １８時００分から

第１回定例会 令和８年度 一般会計補正予算

補正の主な内容

議会の動き

役場庁舎新築工事基本・実施設計業務委託料等� ４,１３４万２千円

八雲町リサイクルセンター火災復旧事業� １億２,０７６万９千円

“ 開かれた議会をめざして”

令和８年５月２５日（月） 令和８年５月２６日（火）

町民と議会との懇談会の日程が決まりました！町民と議会との懇談会の日程が決まりました！

議会報告会をリニューアル！

1億6,270万5千円追加（補正後の総額165億4,270万5千円）1億6,270万5千円追加（補正後の総額165億4,270万5千円）
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３日目２日目１日目

【
総
括
質
疑
】

Q
誰
も
が
安
心
出
来
る
社
会
の
構
築

と
い
う
町
長
の
考
え
に
賛
成
だ
が
、
産

業
振
興
の
方
針
は
５
年
前
と
あ
ま
り
変

わ
っ
て
い
な
い
。
各
産
業
人
口
は
大
き

く
減
少
し
て
い
る
。
も
っ
と
積
極
的
な

対
応
が
必
要
な
の
で
は
。
若
い
人
た
ち

や
子
育
て
中
の
声
を
ど
こ
ま
で
聞
い
て

こ
の
施
策
に
な
っ
た
の
か
。
安
心
安

全
に
過
ご
す
た
め
の
ソ
フ
ト
面
の
支

援
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

（
赤
井
）

A
一
次
産
業
で
は
後
継
者
不
足
が
廃

業
の
原
因
。
後
継
者
育
成
は
十
分
わ
か

っ
て
い
る
の
で
、
関
係
団
体
と
十
分
協

議
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。
子
育
て
施

策
に
つ
い
て
は
、
声
を
聴
い
て
い
る
が

今
後
も
ど
ん
な
支
援
が
必
要
か
を
担
当

課
と
話
し
合
っ
て
い
く
。
デ
マ
ン
ド
バ

ス
へ
の
要
望
は
大
き
い
の
で
、
遠
い
方

か
ら
実
現
。
ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
は
、

住
民
の
声
を
聴
き
な
が
ら
安
心
な
施
策

を
考
え
て
行
く
。（
町
長
）

Q
行
政
だ
け
で
取
り
組
ん
で
も
財
政

に
限
り
が
あ
る
。
町
民
と
共
に
心
豊
か

に
過
ご
す
た
め
に
は
、
本
当
の
意
味
で

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
仕
組

み
が
必
要
。（
赤
井
）

A
行
政
だ
け
で
は
財
政
的
に
も
難
し

い
時
代
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
町
民
と

手
を
携
え
て
取
り
組
ん
で
行
く
。（
町
長
）

Q
各
課
連
携
し
て
出
来
る
と
こ
ろ
か

ら
町
民
と
共
に
進
め
て
い
く
仕
組
み
を

作
り
進
め
て
ほ
し
い
。（
赤
井
）

Q
こ
れ
だ
け
児
童
数
が
減
少
し
て
い

る
中
で
、
学
校
の
適
正
配
置
は
考
え
て

い
な
い
の
か
。
今
後
の
方
向
は
。（
水

野
）

A
多
様
性
を
高
め
る
た
め
に
は
あ
る

程
度
の
人
数
が
必
要
だ
と
思
う
気
持
ち

と
、
地
域
の
中
の
小
規
模
校
の
魅
力
と
、

地
域
に
と
っ
て
学
校
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
だ
と
い
う
事
も
わ
か
っ
て
い

る
。
今
後
も
地
域
や
保
護
者
と
十
分
に

話
し
合
い
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。

学
校
運
営
協
議
会
で
も
、
３
年
後
５
年

後
を
想
定
し
な
が
ら
検
討
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。（
教
育
長
）

【
総

務

費
】

地
域
お
こ
し
協
力
隊
配
置
事
業

Q
新
規
５
名
の
受
入
先
は
ど
の
よ
う

な
方
法
で
決
め
て
い
る
の
か
。
ミ
ス
マ

ッ
チ
の
場
合
の
変
更
や
フ
リ
ー
ミ
ッ
シ

ョ
ン
で
の
受
け
入
れ
は
可
能
か
。（
赤

井
）

Q
お
試
し
協
力
隊
と
は
。（
三
澤
）

A
年
間
通
し
て
各
担
当
課
か
ら
提
出

さ
れ
た
も
の
で
募
集
。
新
年
度
の
予
定

は
、
研
修
牧
場
、
畑
作
関
係
、
酪
農
ヘ

ル
パ
ー
、
熊
石
地
域
の
移
住
定
住
、
子

育
て
に
関
す
る
支
援
員
５
名
。
ミ
ス
マ

ッ
チ
が
無
い
よ
う
に
本
人
と
受
入
先
と

で
十
分
協
議
す
る
が
、
対
応
も
検
討
。

企
画
書
を
提
出
す
る
等
、
採
用
に
時
間

が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
フ
リ
ー
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
難
し
い
が
、
排
除
は
し
て
い
な
い
。

　
お
試
し
協
力
隊
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
無

い
よ
う
に
受
入
先
と
相
談
し
、
２
泊
３

日
で
の
お
試
し
体
験
や
制
度
の
説
明
等

を
行
う
。
今
回
初
め
て
導
入
。（
政
策

推
進
課
長
）

街
路
灯
電
気
使
用
料
助
成
金

Q
小
さ
い
町
内
会
は
、
街
路
灯
の
修

繕
費
等
は
厳
し
い
の
で
、
免
除
も
含
め

て
助
成
率
を
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。（
寺
田
）　

Q
前
町
長
は
町
内
会
に
負
担
を
か
け

な
い
と
言
っ
て
い
た
が
検
討
は
し
た

か
。（
牧
野
）

A
助
成
率
等
に
関
し
て
は
相
対
的
に

み
て
検
討
す
る
。（
町
長
）

テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
整
備
事
業

Q
業
務
の
省
力
化
に
欠
か
せ
な
い
と

思
う
が
、
利
用
状
況
と
効
果
は
ど
う

か
。
人
材
確
保
と
充
足
率
と
今
後
の
対

応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。（
関
口
）

A
現
在
、
自
宅
等
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク

勤
務
は
行
っ
て
い
な
い
。
災
害
現
場
や

出
張
先
、
選
挙
事
務
等
で
も
役
場
と
同	

じ
環
境
で
対
応
す
る
た
め
の
環
境
整
備
。

デ
ジ
タ
ル
の
専
門
職
は
い
な
い
た
め
、

特
定
の
職
員
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
。

　
も
っ
と
幅
を
広
げ
て
育
て
て
行
き
た

右の二次元コードから
予算委員会の中継を見
ることができます

三
みさわ

澤　公
きみお

雄　委員長
今年今年のの予算予算!!
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い
。（
政
策
推
進
課
長
）

A
外
部
人
材
を
迎
え
る
に
は
給
与
体

系
な
ど
含
め
課
題
が
多
い
が
、
今
後
検

討
す
る
。（
副
町
長
）

A
デ
ジ
タ
ル
化
の
経
費
は
大
き
い
の

で
、
八
雲
町
に
必
要
な
も
の
を
検
討
し

な
が
ら
推
進
し
て
い
く
。（
町
長
）

域
学
連
携
推
進
事
業

Q
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。ま
た
、

今
ま
で
の
成
果
と
他
の
大
学
の
受
け
入

れ
の
可
能
性
は
あ
る
か
（
水
野
）

A
コ
ロ
ナ
禍
以
降
停
滞
し
て
い
る
。

地
域
と
し
て
は
続
け
た
い
が
、
札
幌
大

谷
大
学
が
札
幌
芸
術
大
学
に
変
更
に
な

る
の
で
、
今
後
の
見
通
し
は
は
っ
き
り

し
な
い
。
今
ま
で
は
地
域
の
課
題
や
魅

力
発
信
を
提
案
。
熊
石
地
域
の
若
い
人

と
共
に
演
劇
発
表
等
、
地
域
と
の
交
流

が
中
心
。
そ
の
他
の
大
学
の
受
け
入
れ

は
、
集
落
支
援
員
が
取
り
組
ん
で
い

る
。（
地
域
振
興
課
長
）

防
災
士
資
格
取
得
支
援
事
業

Q
防
災
士
資
格
取
得
15
人
分
を
補
助

す
る
こ
と
で
、
今
後
、
ど
の
様
な
役
割

や
期
待
を
寄
せ
て
い
る
か
。
ま
た
、
取

得
に
年
齢
制
限
は
あ
る
の
か
。（
倉
地
）

A
行
政
の
公
助
だ
け
で
は
対
応
に
限

界
が
あ
る
。
地
域
防
災
の
核
と
な
る
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
と
組
織
化
を
目
指
し
て

い
る
。
年
齢
制
限
は
な
い
の
で
若
い
人

の
力
を
活
用
し
た
い
。（
危
機
対
策
課

長
）

企
業
版
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
奨
励
事
業

Q
八
雲
町
は
、
今
で
も
サ
ー
モ
ン
、

ウ
イ
ス
キ
ー
、
ワ
イ
ン
に
限
ら
れ
る
の

か
。
地
域
再
生
計
画
の
変
更
で
教
育
を

加
え
る
こ
と
は
不
可
能
か
。（
赤
井
）

A
地
域
再
生
計
画
を
作
成
し
、
内
閣

府
か
ら
認
定
を
受
け
た
も
の
で
、
現
在

は
、
醸
造
用
ぶ
ど
う
栽
培
事
業
。

　
計
画
の
変
更
は
可
能
だ
が
、
ず
っ
と

続
く
事
業
に
は
充
て
ら
れ
な
い
し
、
少

額
の
物
に
は
難
し
い
。
地
方
創
生
の
事

業
拡
大
で
認
め
ら
れ
る
も
の
と
い
う
ル

ー
ル
が
あ
る
。（
政
策
推
進
課
長
）

地
域
会
館
に
つ
い
て

Q
今
後
、
建
設
費
と
共
に
解
体
費
も

値
上
が
り
す
る
の
で
、
地
域
会
館
の
統

廃
合
も
計
画
的
に
考
え
て
ほ
し
い
。（
関
口
）

A
ど
ん
な
に
古
く
て
も
残
し
て
ほ
し

い
と
い
う
の
が
地
域
の
声
。
地
域
と
十

分
話
し
合
っ
た
上
で
、
計
画
し
て
い

く
。（
政
策
推
進
課
長
）

や
く
も
防
災
フ
ェ
ス
タ
開
催
事
業

Q
防
災
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
の
構

成
と
内
容
は
な
に
か
。（
水
野
）

A
防
災
会
議
の
委
員
で
構
成
。
今
年

度
も
９
月
か
10
月
に
予
定
。
自
衛
隊
や

警
察
の
他
、
民
間
企
業
に
も
参
加
を
呼

び
か
け
、
防
災
セ
ミ
ナ
ー
も
予
定
し
て

い
る
。（
危
機
対
策
課
長
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業　
　

Q
個
別
避
難
計
画
に
お
い
て
支
援
者

が
少
な
い
と
聞
く
が
、
そ
の
対
応
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
若
い
人

に
特
化
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
意
識
付
け
が

必
要
で
は
な
い
か
。（
寺
田
）

A
町
内
会
主
体
の
取
組
で
は
限
界
が

あ
り
、
策
定
が
進
ん
で
い
な
い
。
国
も

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
方
に
対
し
て

は
、
専
門
職
で
対
応
と
い
う
方
向
に
な

っ
て
き
て
い
る
の
で
、
制
度
の
見
直
し

を
考
え
る
。
や
く
も
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
組
織
も
活
用
し
、
若
手
層
の
視

点
を
取
り
入
れ
た
企
画
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。（
危
機
対
策
課
長
）

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業

Q
新
規
に
予
定
さ
れ
て
い
る
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
場
所
と
理
由
は
。（
倉
地
）

A
駅
前
親
不
孝
通
り
周
辺
の
左
右
。

警
察
と
小
学
校
及
び
周
辺
町
内
会
か
ら

の
要
望
。（
危
機
対
策
課
長
）

【
民

生

費
】

出
産
祝
い
金
交
付
事
業

Q
委
員
会
で
再
度
検
討
を
提
案
し
た

結
果
は
。（
横
田
）

A
委
員
会
の
報
告
は
聞
い
た
が
、
子

育
て
支
援
の
大
事
な
祝
い
金
制
度
な
の

で
実
施
し
た
い
。（
町
長
）

Q
金
額
の
根
拠
と
出
産
は
命
が
け
な

の
で
同
額
で
良
い
の
に
、
な
ぜ
差
を
つ

け
る
の
か
。
産
め
な
い
人
へ
の
配
慮
も

必
要
で
は
な
い
か
。（
水
野
）

ここが知りたいここが知りたい

予算委員会質疑予算委員会質疑

倉
くらち

地　清
きよこ

子　副委員長
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A
誰
で
も
通
園
制
度
は
熊
石
保
育
園

で
対
応
。
八
雲
地
域
で
声
が
あ
る
場
合

は
民
間
の
保
育
園
の
一
時
預
か
り
制
度

で
対
応
予
定
。（
住
民
生
活
課
長
）

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

Q
地
域
に
お
け
る
学
童
保
育
対
応
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
民
間

で
は
ゼ
ロ
か
ら
で
な
け
れ
ば
、
対
応
は

可
能
と
い
う
声
も
あ
る
。
今
、
子
育
て

で
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
に
対
し

て
の
政
策
を
。（
三
澤
）

A
落
部
は
整
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の

地
域
の
学
童
保
育
に
関
し
て
は
、
設
置

に
向
け
た
検
討
は
し
て
い
な
い
の
で
、

今
後
検
討
す
る
。（
副
町
長
）

Q
熊
石
訪
問
介
護
事
業
所
運
営
補
助

事
業
は
毎
年
８
百
万
円
だ
が
根
拠
は
。

ま
た
総
事
業
費
は
。（
牧
野
）

A
総
事
業
費
は
１
千
４
百
万
円
。
介

護
報
酬
は
４
百
70
万
円
で
、
不
足
分
は

町
で
補
助
。
熊
石
地
域
に
は
民
間
施
設

が
な
い
た
め
、
町
が
支
援
す
る
。（
住

民
サ
ー
ビ
ス
課
長
）

【
衛

生

費
】

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
火
災
復
旧
事
業

Q
５
億
３
千
８
百
84
万
円
全
て
町

費
は
仕
方
が
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
の
金

額
を
も
っ
と
別
な
こ
と
に
使
え
て
い
た

ら
と
い
う
事
と
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
分

別
意
識
向
上
を
も
っ
と
町
民
に
強
く
訴

A
国
の
制
度
で
妊
娠
・
出
産
に
各

５
万
円
と
い
う
制
度
が
あ
る
の
で
そ
こ

に
15
万
・
25
万
・
45
万
と
設
定
。
出
生

数
が
低
い
た
め
。（
住
民
生
活
課
長
）

Q
外
国
人
も
対
象
か
。（
小
西
）

A
八
雲
町
在
住
者
は
全
て
対
象
。（
住

民
生
活
課
長
）

Q
出
産
だ
け
奨
励
し
て
も
産
ん
だ
後

の
支
援
制
度
を
確
立
し
な
け
れ
ば
、
本

当
の
支
援
に
な
ら
な
い
。
産
め
な
い
人

に
劣
等
感
を
与
え
る
制
度
。
金
額
の
差

は
不
要
。
祝
い
金
を
出
す
な
ら
妊
娠
し

た
時
点
で
。
も
う
一
度
検
討
し
て
ほ
し

い
。（
赤
井
）

A
決
し
て
た
く
さ
ん
産
む
人
が
偉
い

と
い
う
感
覚
は
な
い
。
少
子
化
対
策
で

の
制
度
と
し
て
考
え
た
。
今
後
の
子
育

て
支
援
政
策
と
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
制
度

を
検
討
し
て
い
く
。（
町
長
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
委
員
会
で
検
討
を
要
望
し
、
詳
細

も
決
ま
っ
て
い
な
い
の
に
、
な
ぜ
本
予

算
で
取
り
上
げ
た
の
か
。（
三
澤
）

A
提
案
は
こ
の
ま
ま
す
る
が
、
出
産

祝
い
金
に
つ
い
て
は
、
今
後
十
分
話
し

合
い
、
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。（
副

町
長
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

Q
誰
で
も
通
園
制
度
や
引
き
こ
も
り

対
策
等
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
対
応

す
る
が
、
今
の
人
数
で
対
応
で
き
る
の

か
。（
赤
井
）

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
自
分
の
ご
み

は
町
民
自
身
が
責
任
を
持
つ
よ
う
粘
り

強
く
訴
え
て
ほ
し
い
。(

赤
井)

特
別
な
も
の
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
等

は
出
来
な
い
の
か
。（
倉
地
）

A
火
災
後
に
ゴ
ミ
の
分
別
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ラ
イ
ン
、
町
広

報
で
伝
え
て
い
る
。
ル
ー
ル
の
徹
底
に

つ
い
て
は
粘
り
強
く
伝
え
て
い
く
。
今

現
在
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
廃
油
の
み
。

破
損
し
た
リ
チ
ウ
ム
電
池
等
に
関
し
て

は
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
ら
れ
る
と

危
険
な
の
で
、
有
害
ゴ
ミ
と
し
て
出
し

て
ほ
し
い
。（
環
境
水
道
課
長
）　

不
妊
治
療
費
等
助
成
金
事
業

Q
こ
の
事
業
を
よ
り
多
く
の
方
に
知

っ
て
も
ら
う
よ
う
周
知
徹
底
を
。（
倉

地
）

A
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
行
っ
て
い
る

が
、
受
診
さ
れ
て
い
る
方
が
医
療
機
関

に
相
談
し
、
そ
こ
か
ら
町
に
連
絡
が
来

る
こ
と
も
多
い
。（
保
健
福
祉
課
主
幹
）

【
農
林
水
産
業
費
】

有
害
駆
除
対
策
事
業

Q
鳥
獣
の
解
体
施
設
の
使
用
ル
ー
ル

は
あ
る
か
（
安
藤
）

A
今
は
、
北
海
道
か
ら
許
可
を
受
け

た
有
害
駆
除
で
獲
っ
た
も
の
の
み
に
限

定
し
て
い
る
が
、
今
後
検
討
す
る
。
設

立
の
目
的
は
、
有
害
鳥
獣
駆
除
数
が
増

え
、
解
体
場
所
が
必
要
と
な
っ
た
た

め
。（
農
林
課
長
）

Q
捕
獲
補
償
費
の
内
容
は
。
八
雲
町

は
全
道
的
に
見
て
高
い
の
か
（
牧
野
）

Q
緊
急
獣
猟
に
関
し
て
町
長
の
心
構

え
は
。（
斎
藤
）

A
ヒ
グ
マ
は
１
頭
５
万
円
、
エ
ゾ
シ

カ
１
万
３
千
円
、
た
ぬ
き
・
あ
ら
い
ぐ

ま
・
キ
ツ
ネ
は
４
千
円
、
カ
ラ
ス
は
１

羽
５
百
円
。
出
動
は
時
給
２
千
円
。
平

均
よ
り
は
上
。（
農
林
課
長
）

A
町
長
判
断
ま
で
の
過
程
で
と
て
も

時
間
が
か
か
る
た
め
、
難
し
い
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
町
民
の
生
命
を
第
一
に

考
え
る
。（
町
長
）

新
規
作
物
導
入
事
業

Q
ワ
イ
ン
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
考
え

た
時
、
記
録
が
大
切
で
あ
り
、
動
画
等

の
記
録
は
し
て
い
る
か
。（
小
西
）

A
本
人
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
で
、
町
は
支
え
て
い
き
た
い
。
八

雲
で
獲
れ
た
も
の
を
八
雲
で
加
工
し
な

け
れ
ば
、
八
雲
ワ
イ
ン
と
い
う
名
は
使

え
な
い
た
め
、
一
緒
に
模
索
し
て
い

く
。（
農
林
課
長
）
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漁
業
担
い
手
支
援
事
業

Q
こ
の
事
業
の
内
容
と
対
象
人
数

は
。
漁
船
漁
業
者
の
た
め
に
な
る
よ
う

後
継
者
の
意
見
も
聞
い
て
支
援
し
て
ほ

し
い
。（
関
口
）

A
漁
業
研
修
支
援
と
漁
業
資
格
取
得

支
援
。
研
修
費
用
と
資
格
取
得
の
費
用

の
２
分
の
１
を
補
助
。
こ
の
事
業
は
時

代
と
共
に
内
容
も
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
研
修
は
各
漁
協
１
名
分
ず
つ
。
小

型
船
舶
操
縦
士
免
許
１
級
は
10
名
分
。

２
級
は
５
名
分
。
２
級
の
免
許
が
あ

る
と
５
海
里
以
内
の
操
業
が
で
き
る
。

２
級
の
海
上
特
殊
無
線
技
士
20
名
分

等
々
、
漁
協
で
見
込
ま
れ
る
人
数
を
把

握
し
対
応
す
る
。（
水
産
課
長
）

サ
ー
モ
ン
養
殖
付
加
価
値
向
上
推
進
事
業

Q
サ
ー
モ
ン
フ
ェ
ア
の
ポ
ス
タ
ー
の

写
真
の
物
が
食
べ
ら
れ
な
い
と
い
う
声

が
多
く
あ
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と

に
な
る
の
か
。
ま
た
、
日
常
的
に
ど
こ

に
行
っ
た
ら
買
え
る
の
か
。（
倉
地
）

A
必
ず
し
も
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
と
は
限

ら
な
い
と
注
釈
が
あ
る
。
通
年
食
べ
ら

れ
る
の
は
、
熊
石
地
域
の
飲
食
店
。
現

在
は
、丘
の
駅
で
販
売
し
て
い
る
。（
水

産
課
長
補
佐
）　

　
　
　
　
　

新
規
就
農
フ
ェ
ア
出
展
負
担
金
事
業

Q
こ
の
事
業
の
内
容
は
。（
水
野
）

A
道
が
主
催
し
、
札
幌
の
会
場
で
農

協
と
共
同
で
広
く
八
雲
町
を
PR
。
約
170

人
い
る
中
で
、
八
雲
に
は
５
組
８
人
が

耳
を
傾
け
て
く
れ
た
。
そ
の
他
に
も
振

興
局
単
位
で
行
っ
て
い
る
。（
農
林
課
長
）

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
施
設
健
全
化
事
業

Q
滞
留
物
は
減
っ
て
い
る
の
か
。
こ

の
施
設
に
は
水
道
が
な
い
た
め
、
タ
イ

ヤ
シ
ョ
ベ
ル
の
汚
れ
を
落
と
せ
な
く
、

腐
食
の
原
因
と
な
る
。
洗
車
用
な
の
で

対
応
で
き
な
い
の
か
（
横
田
）

A
汚
泥
・
付
着
物
等
の
普
通
肥
料
は
、

農
地
以
外
で
の
利
用
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。
水
道
に
つ
い
て
は
、
井
戸
を
用

意
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
飲
料
に
適

さ
ず
整
備
し
て
い
な
い
。
改
め
て
井
戸

を
掘
る
と
し
た
ら
費
用
が
掛
か
る
。
重

機
等
の
更
新
を
最
優
先
で
進
め
て
い
き

た
い
。（
水
産
課
長
）

コ
ン
ブ
礁
造
成
事
業

Q
な
ぜ
予
算
が
減
額
さ
れ
た
の
か
。

ア
ル
ガ
リ
ー
フ
の
洗
浄
は
組
合
と
相
談

し
て
い
る
の
か
。
よ
り
良
い
方
向
に
。

（
黒
島
）

A
落
部
・
栄
浜
工
区
の
１
工
区
の
み

と
い
う
事
で
予
算
が
下
が
っ
て
い
る
。

八
雲
町
漁
協
は
潜
水
士
を
入
れ
て
高
圧

洗
浄
し
、
結
果
を
見
て
い
る
。
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
管
理
を
行
っ
て
い

く
。（
水
産
課
長
）

【
商

工

費
】

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
奨
励
事
業

Q
決
算
４
億
円
の
中
身
は
。
予
算
は

５
億
円
み
て
い
る
が
今
後
の
見
通
し

は
。（
関
口
）

A
海
産
物
が
約
70
％
、
豚
肉
、
米
そ

の
他
で
約
30
％
。
８
年
度
も
厳
し
い
状

況
は
予
測
。
今
後
も
返
礼
品
の
新
た
な

掘
り
起
こ
し
を
検
討
す
る
。（
商
工
観

光
労
政
課
長
）

A
こ
れ
ま
で
の
商
品
の
取
り
扱
い
が

大
幅
に
減
っ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
は

厳
し
く
受
け
止
め
、
今
後
、
海
産
物
に

つ
い
て
町
内
の
水
産
会
社
と
協
議
し
、

努
力
し
て
い
く
。（
町
長
）

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
製
事
業

Q
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
み
で
は
な
く
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
検

討
し
て
い
る
の
か
。（
小
西
）

Q
ど
の
く
ら
い
の
部
数
を
作
り
、
ど

こ
に
置
い
て
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の

か
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
。
高
校
生
や
学
生
と
共
に
取
り
組
む

考
え
は
あ
る
か
。（
水
野
）

Q
観
光
は
体
験
型
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
二
次
元
コ

ー
ド
を
か
ざ
す
と
耳
吊
り
の
動
画
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

（
赤
井
）

Q
以
前
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
作
っ

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
活
用
は
。（
三
澤
）

A
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
新
し
い
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
載
せ
、
様
々
な
情
報
も
更

新
し
て
い
く
。
作
成
は
１
万
部
、
町
有

施
設
、
近
隣
の
駅
、
空
港
、
町
内
の
宿

泊
施
設
等
に
配
置
予
定
。
八
雲
町
な
ら

で
は
の
特
徴
を
考
慮
し
な
が
ら
、
効
果

的
な
デ
ザ
イ
ン
や
内
容
と
な
る
よ
う
に

し
た
い
。
若
者
の
視
点
を
取
り
入
れ
る

こ
と
は
効
果
的
だ
と
思
う
の
で
、
検
討

し
て
い
く
。
動
画
は
高
額
な
の
で
、
可

能
か
ど
う
か
検
討
。
協
力
隊
が
作
っ
て

く
れ
た
物
の
要
素
も
取
り
入
れ
て
い

く
。（
商
工
観
光
労
政
課
長
）

ウ
ェ
ル
カ
ム
サ
イ
ン
作
成
作
業
手
数
料

Q
ど
こ
に
何
カ
所
設
置
予
定
か
。
手

数
料
の
内
訳
は
。（
寺
田
）

A
黒
岩
と
栄
浜
、
花
浦
、
道
道
八
雲

厚
沢
部
線
の
４
か
所
。
現
在
の
「
自
然

美
術
館
八
雲
」
と
い
う
ウ
ェ
ル
カ
ム
サ

イ
ン
か
ら
新
し
い
サ
イ
ン
に
す
る
た
め

の
作
成
、取
付
に
関
す
る
手
数
料
。（
商

工
観
光
労
政
課
長
）

ウ
イ
ス
キ
ー
蒸
留
所
誘
致
事
業

Q
６
億
９
百
万
円
、
国
の
補
助
金

が
入
っ
た
と
き
の
町
の
補
助
額
だ
が
、

国
の
決
定
は
あ
り
そ
う
か
。
こ
れ
以
上

の
出
資
は
な
い
の
か
。
こ
の
事
業
は
順

調
に
進
む
の
か
（
倉
地
）

Q
経
済
効
果
の
見
込
み
は
。（
関
口
）

A
正
式
に
決
定
し
て
い
な
い
が
手
ご

た
え
は
あ
る
。
こ
れ
は
全
て
に
か
か
る

経
費
の
３
分
の
１
な
の
で
、
町
は
こ
れ
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野
）

A
中
学
校
は
外
部
講
師
が
多
く
、
時

間
も
長
い
た
め
。
最
近
の
内
容
は
、
日

本
文
化
や
産
業
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
い

う
事
で
お
茶
の
先
生
や
ホ
タ
テ
漁
師
、

米
農
家
の
方
を
招
い
て
お
話
を
聞
く
な

ど
し
て
い
る
。（
学
校
教
育
課
長
）

Q
町
民
セ
ン
タ
ー
の
今
後
は
。
シ
ル

バ
ー
プ
ラ
ザ
を
改
修
し
、
町
民
セ
ン
タ

ー
も
避
難
所
と
し
て
維
持
し
て
い
く
と

な
る
と
維
持
費
の
問
題
も
出
て
く
る
の

で
、
町
全
体
と
し
て
施
設
の
在
り
方
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。（
赤
井
）

A
町
民
セ
ン
タ
ー
は
災
害
時
の
避
難

場
所
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
当
分
の
間

現
状
の
ま
ま
使
用
す
る
。（
町
長
）

A
町
民
セ
ン
タ
ー
の
改
修
に
は
多
額

の
費
用
が
必
要
と
い
う
事
で
見
送
っ
て

き
た
が
、
町
と
し
て
施
設
の
在
り
方
を

検
討
し
て
い
く
。（
副
町
長
）

熊
石
歴
史
記
念
館
に
つ
い
て

Q
年
間
の
利
用
人
数
と
入
館
料
は
。

（
牧
野
）

以
上
あ
っ
て
も
出
さ
な
い
と
い
う
約
束

を
し
て
い
る
。
町
に
ど
の
く
ら
い
効
果

が
あ
る
か
は
、
数
字
で
表
す
こ
と
が
で

き
な
い
が
、
新
た
な
産
業
の
創
出
と
雇

用
の
創
出
に
繋
が
り
、
息
の
長
い
産
業

と
な
る
。
ま
た
、
新
幹
線
駅
開
業
を
見

据
え
て
、
世
界
的
に
八
雲
町
を
発
信
で

き
る
。（
政
策
推
進
課
長
）

A
専
門
家
の
方
の
意
見
を
導
入
し
、

会
社
と
し
て
は
自
信
を
持
っ
て
進
め
る

と
言
っ
て
い
る
の
で
、
町
も
一
緒
に
取

り
組
む
。（
町
長
）

【
消

防

費
】

消
防
職
員
被
服
整
備
事
業

Q
女
性
団
員
の
制
服
は
ス
カ
ー
ト
と

ズ
ボ
ン
の
選
択
が
で
き
る
の
か
。（
水
野
）

A
職
員
は
選
べ
る
が
、
団
員
は
ス
カ

ー
ト
の
み
。
そ
の
他
に
作
業
服
が
あ

る
。（
消
防
長
）

Q
団
員
を
増
や
す
環
境
整
備
は
。（
牧

野
）

A
機
能
別
消
防
団
な
ど
い
ろ
い
ろ
考

え
て
行
く
。（
消
防
長
）

【
教

育

費
】

総
合
的
な
学
習
支
援
事
業

Q
小
学
校
に
比
べ
る
と
中
学
校
の
方

が
人
数
が
少
な
い
の
に
な
ぜ
予
算
が
多

い
の
か
。
こ
の
学
習
の
内
容
は
。（
水

A
令
和
６
年
度
は
、
１
千
218
人
、
7

年
度
は
815
人
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

方
が
ハ
ン
タ
ー
ハ
ン
タ
ー
展
な
ど
を
企

画
。
６
年
度
の
入
館
料
は
16
万
３
千
90

円
。
大
人
330
円
、
子
ど
も
160
円
。（
教

育
事
務
所
長
）   

　
　

学
校
給
食
に
つ
い
て

Q
高
校
へ
の
給
食
提
供
の
可
能
性

は
。（
横
田
）

A
高
校
と
協
議
し
、
生
徒
の
希
望
等

を
聞
い
て
い
る
が
、
搬
入
口
の
設
置
等

可
能
か
ど
う
か
調
査
し
て
進
め
る
。（
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

【
国
保
事
業
会
計
】

Q
一
般
会
計
か
ら
借
入
返
済
と
共
に

基
金
積
立
も
出
来
て
い
る
の
だ
か
ら
、

保
険
料
の
値
下
げ
も
で
き
る
の
で
は
。

（
横
田
）

A
広
域
化
と
被
保
険
者
数
の
減
少
で

安
定
化
し
た
が
、
９
年
度
に
税
率
改
正

も
あ
る
た
め
値
下
げ
は
厳
し
い
。（
住

民
生
活
課
長
）

Q
国
保
税
の
所
得
割
が
伸
び
て
い
る

の
は
な
ぜ
か
。（
斎
藤
）

A
７
年
度
は
ホ
タ
テ
養
殖
の
水
揚

高
の
好
調
が
原
因
。
し
か
し
、
今
後
ア

メ
リ
カ
の
関
税
や
物
価
高
騰
の
影
響
も

危
惧
さ
れ
る
。（
財
務
課
長
）

Q
外
国
人
労
働
者
の
住
民
税
・
国
保

税
の
滞
納
で
偏
見
を
持
た
れ
な
い
た
め

の
解
決
策
は
。（
三
澤
）

A
出
国
の
際
の
手
続
き
に
お
い
て
、

課
間
の
連
携
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

事
業
主
に
も
協
力
を
仰
ぎ
対
応
。（
財

務
課
長
）

【
介
護
保
険
事
業
会
計
】

Q
昨
年
度
に
比
べ
総
額
１
億
６
千
９�

百
万
円
増
額
し
て
い
る
が
、
後
期
高
齢

者
が
増
え
た
影
響
か
。
介
護
予
防
の
成

果
は
出
て
い
る
か
。（
赤
井
）

A
高
齢
者
の
人
口
は
さ
ほ
ど
増
え
て

い
な
い
が
、
人
口
減
少
に
よ
り
高
齢
化

率
が
高
い
。
介
護
報
酬
改
定
の
影
響
も

あ
り
給
付
費
は
増
額
。
介
護
予
防
効
果

は
不
明
。（
保
健
福
祉
課
長
）

Q
介
護
認
定
の
更
新
の
流
れ
は
。
認

定
が
切
れ
た
場
合
の
経
費
は
。（
倉
地
）

A
認
定
期
間
が
決
ま
っ
て
い
る
の

で
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
か
ら
連
絡

し
、
再
度
継
続
か
終
了
か
を
決
め
る
。

そ
の
後
、
審
査
会
で
介
護
度
等
が
定
め
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Q
今
回
10
床
削
減
し
た
が
、
今
後
、

更
な
る
削
減
は
あ
る
の
か
（
関
口
）

A
最
終
的
に
は
、
国
の
予
算
に
合
わ

せ
て
削
減
を
考
え
て
い
る
。
１
フ
ロ
ア

を
削
減
し
た
い
が
、
急
性
期
、
慢
性
期
、

障
が
い
者
病
床
等
々
割
り
振
ら
れ
た
役

割
が
あ
る
た
め
、
一
度
に
削
減
す
る
と

不
利
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
各

病
床
を
間
引
き
し
な
が
ら
、
補
助
金
獲

得
に
向
け
取
り
組
む
。（
事
務
長
）

Q
６
月
に
診
療
報
酬
改
定
が
行
わ

れ
る
が
総
合
病
院
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
あ
る
の
か
。（
関
口
）

A
ま
だ
試
算
だ
が
、
３
・
09
％
、
約

１
億
５
千
万
円
の
収
入
が
考
え
ら
れ

る
。
新
規
の
項
目
も
あ
る
の
で
、
ど
の

程
度
拾
え
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
最
大

２
億
円
ま
で
い
け
る
と
良
い
と
思
う
が

確
定
で
は
な
い
。（
医
事
課
長
）

Q
地
域
の
病
院
で
あ
り
続
け
る
た
め

に
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
今
回
の

予
算
の
出
産
祝
い
金
が
よ
り
意
味
の
あ

る
も
の
に
な
る
た
め
に
、
総
合
病
院

で
病
児
病
後
児
保
育
は
出
来
な
い
か
。

（
関
口
）

A
働
く
女
性
に
と
っ
て
は
あ
る
と
大

変
助
か
る
と
思
う
が
、
感
染
リ
ス
ク
の

ら
れ
、
介
護
基
準
が
決
ま
る
。（
保
健

福
祉
課
長
）

【
熊
石
簡
水
事
業
会
計
】

Q
熊
石
簡
水
で
有
収
率
が
45
％
の
改

修
は
不
可
能
か
。（
三
澤
）

A
前
に
漏
水
調
査
と
工
事
を
行
い
一

時
的
に
有
収
率
は
上
が
っ
た
が
、
そ
の

後
、
新
た
な
漏
水
が
発
生
す
る
。
今
は

空
家
も
多
く
漏
水
の
発
見
は
難
し
い
。

ま
た
、
専
門
家
の
漏
水
調
査
は
高
額
で

あ
る
た
め
、
職
員
が
夜
間
に
調
査
を
行

っ
て
い
る
。
全
て
の
漏
水
を
見
つ
け
る

こ
と
は
難
し
い
が
、
引
き
続
き
調
査
を

行
う
。（
地
域
振
興
課
長
）

【
病
院
事
業
会
計
】

Q
総
合
病
院
の
今
年
度
の
病
床
稼
働

率
と
出
生
数
は
。

A
稼
働
率
は
59
・
6
％
。
現
在
の
分

娩
数
は
57
件
。

あ
る
子
を
預
か
る
た
め
に
は
、
ス
タ
ッ

フ
や
受
け
入
れ
場
所
の
確
保
は
非
常
に

難
し
く
、
総
合
病
院
と
し
て
で
き
る
か

ど
う
か
現
段
階
で
は
分
か
ら
な
い
。（
事

務
長
）

Q
病
院
長
に
は
残
っ
て
も
ら
え
る
の

か
。
報
酬
は
ど
こ
で
決
め
る
。（
関
口
）

A
夜
間
業
務
な
ど
減
ら
し
て
残
っ
て

い
た
だ
け
る
。
報
酬
の
ル
ー
ル
は
な
い

の
で
、
働
き
方
含
め
、
事
務
長
と
の
話

し
合
い
に
よ
る
。（
事
務
長
）

Q
国
保
病
院
の
光
熱
費
減
、燃
料
費
、

委
託
料
増
の
理
由
は
（
牧
野
）

A
昨
年
は
新
し
い
病
院
の
省
エ
ネ
と

旧
病
院
が
重
複
し
て
い
た
た
め
、
多
か

っ
た
。
燃
料
費
増
は
電
気
か
ら
Ａ
重

油
、
給
食
用
エ
ア
コ
ン
を
ガ
ス
か
ら
Ａ

重
油
に
移
行
し
た
た
め
。
委
託
料
は
、

新
し
い
機
器
が
増
え
た
こ
と
と
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
２
基
に
な
り
、
非
常
用
発

電
機
が
大
型
に
な
っ
た
た
め
設
備
費
も

増
額
と
な
っ
た
。（
事
務
長
）

【
歳　
　
　

入
】

Q
歳
入
は
過
去
最
大
の
繰
入
金
。
町

税
は
、
自
主
財
源
の
中
で
12
・
８
％
。
平

均
を
見
る
と
15
～
20
％
。
そ
こ
か
ら
考
え

て
一
般
会
計
総
額
163
億
８
千
万
円
は
身

の
丈
に
合
っ
た
財
政
な
の
か
。（
関
口
）

A
予
算
規
模
を
押
し
上
げ
た
要
因

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
―
火
災
の
関

係
と
ウ
イ
ス
キ
ー
事
業
が
あ
る
た
め
。

合
併
当
時
は
110
億
円
台
だ
っ
た
が
、
ふ

る
さ
と
応
援
寄
付
金
が
順
調
だ
っ
た
た

め
こ
こ
ま
で
に
な
っ
た
。
標
準
財
政
規

模
で
は
、
83
億
９
千
９
百
万
円
。
事
業

が
特
定
年
度
に
集
中
し
な
い
よ
う
、
国

の
地
方
債
計
画
に
沿
っ
て
効
率
よ
く
進

め
て
い
く
。（
財
務
課
長
）

Q
昨
年
ま
で
は
基
金
が
150
億
と
い
う

事
で
安
心
し
て
い
た
が
、
今
後
は
気
を

引
き
締
め
て
取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が

い
か
が
か
。（
関
口
）

A
二
つ
の
病
院
会
計
を
見
て
改
め
て

危
機
感
を
感
じ
て
い
る
。
生
産
人
口
も

患
者
も
減
り
、
10
年
後
の
町
財
政
は
危

う
い
。
今
後
ど
こ
を
ど
う
削
っ
て
い
く

か
を
み
ん
な
で
考
え
て
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。（
町
長
）

Q
町
税
の
滞
納
分
を
い
か
に
少
な
く

す
る
か
も
大
き
な
課
題
。
滞
納
整
理
機

構
に
回
さ
な
い
努
力
が
必
要
で
は
。（
斎

藤
）

A
税
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
相

当
努
力
し
て
い
る
。
財
産
調
査
も
行
い

対
応
し
て
い
る
が
、
ど
う
し
て
も
徴
収

で
き
な
い
場
合
は
、
不
能
欠
損
処
理
も

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今

後
も
気
を
引
き
締
め
て
対
応
し
て
い

く
。（
財
務
課
長
）
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斎
さいとう

藤　實
まこと

 議員

町
長　
定
住
人
口
で
も
な
く
、
観
光

に
来
た
交
流
人
口
で
も
な
い
、
関
係
人

口
の
創
出
・
拡
大
は
、
地
域
の
担
い
手

確
保
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
上

で
重
要
な
取
組
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
に
つ
い

て
は
、
地
域
振
興
策
と
し
て
有
効
な
手

段
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
住
民
登
録
要

件
の
厳
し
さ
や
シ
ス
テ
ム
運
用
に
係
る

自
治
体
の
業
務
負
担
が
大
き
い
こ
と
、

ま
た
、
管
理
運
営
コ
ス
ト
が
不
明
確
で

あ
る
こ
と
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
あ

り
、
現
段
階
で
は
、
本
格
導
入
時
期
の

予
定
で
あ
る
令
和
８
年
度
末
以
降
の
状

況
を
見
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
独
自
に
ふ
る
さ
と
登
録
制
度
を

創
設
し
て
、
取
組
ん
で
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
独
自
で
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う

考
え
方
は
な
い
か
。

政
策
推
進
課
長
　
先
進
事
例
を
見

る
と
一
定
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
決
め
、

目
標
を
決
め
て
実
施
し
て
い
る
と
考
え

る
。
国
の
制
度
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
で

は
な
く
、
単
に
関
係
人
口
を
目
指
し
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
当
町
に
お
い
て

は
、
ま
ず
は
優
先
し
て
、
地
域
お
こ
し

問
　
地
方
創
生
2.0
の
実
現
に
向
け
、

ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
が
制
度
化
さ

れ
た
が
、
そ
の
主
要
な
目
的
は
、
地
域

の
担
い
手
確
保
や
地
域
経
済
活
性
化
に

つ
な
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
熊
石
地
域
に
お
い
て
も
、
関
係
人
口

を
活
用
し
た
お
祭
り
を
実
施
し
、
ま

た
、
相
沼
地
区
に
お
い
て
も
少
な
い
人

員
で
「
相
沼
奴
」
を
実
施
し
て
、
事
業

の
継
承
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
人
員
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制

度
を
活
用
し
、
熊
石
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

協
力
隊
制
度
を
有
効
に
活
用
し
、
確
実

に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問
　
他
の
地
域
の
人
と
継
続
的
に
続

い
て
い
け
る
よ
う
な
制
度
と
し
て
、
八

雲
町
独
自
の
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度

を
構
築
で
き
な
い
か
。

町
長　
本
当
に
人
口
減
少
の
中
、
移

住
も
含
め
、
そ
う
い
う
取
組
み
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

　
国
の
制
度
を
活
用
せ
ず
、
関
係
人
口

を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
か
と
い

う
考
え
方
は
、
今
後
詰
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
八
雲
の
フ

ァ
ン
を
増
や
し
て
、
継
続
的
に
八
雲
を	

応
援
し
て
い
た
だ
く
、
そ
う
い
っ
た
関	

係
人
口
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
う
の
で
、	

研
究
し
、
ど
う
い
っ
た
方
法
が
独
自
の

部
分
で
一
番
良
い
の
か
検
討
す
る
。

ふるさと住民登録制度とは
実際の居住地とは別に特定の自治
体に「登録」できる仕組みで、限
定イベントの参加、情報取得など
の特典を得て、地域と深く関わる
ことができる制度

関係人口とは
移住した「定住人口」でもなく、
観光に来た「交流人口」でもな
い、地域や地域の人々と多様に関
わる人々のこと。

※今回７人の議員が質問をしました。質問した議員本人が原稿を書いています。

町の仕事の全てを問いただし、自由な
意見を述べ、それについて町の公式見
解を引き出すことのできる機会。
華やかであるが「力量」が問われる。

≪一般質問とは？≫

令和８年第１回定例会 一 般 質 問

Ｑ

ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
！
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赤
あ か い

井　睦
む つ み

美 議員

善
で
き
て
い
な
い
。
残
り
の
２
年
間

は
、
産
業
活
性
化
と
子
育
て
支
援
に
重

点
を
置
く
。

問
　
自
治
基
本
条
例
に
も
総
合
計
画

に
も
「
町
民
参
加
」
が
あ
る
が
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
が
、
最
も
弱

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
行
政
だ
け
で

は
な
く
、
町
民
が
主
役
に
な
る
仕
組
み

を
も
っ
と
作
る
べ
き
で
は
。

町
長
　
自
治
基
本
条
例
制
定
か
ら

10
年
以
上
経
つ
が
、協
働
は
十
分
と
は

言
え
な
い
。パ
ブ
コ
メ
や
委
員
参
画
は

行
っ
て
い
る
が
、町
民
参
加
は
広
が
っ

て
い
な
い
。町
民
の
「
ま
ち
づ
く
り
意

識
」を
育
て
る
取
組
が
不
足
し
て
い
た
。

　
今
後
は
町
民
を
巻
き
込
む
ま
ち
づ
く

り
に
転
換
す
る
必
要
が
あ
る

問
　
第
３
期
は
町
長
の
思
い
が
強
く

反
映
さ
れ
る
と
思
う
。
現
段
階
で
ど
の

よ
う
な
構
想
を
持
っ
て
い
る
か
。

町
長
　
こ
れ
か
ら
２
年
か
け
て
策
定

す
る
た
め
、
現
時
点
で
具
体
案
は
な

い
。
現
行
計
画
の
実
績
・
学
び
を
活
か

し
、
社
会
情
勢
・
人
口
動
態
を
踏
ま
え

た
方
針
を
作
る
。
財
政
は
さ
ら
に
厳
し

く
な
る
と
思
う
が
、
町
民
の
意
見
を
反

問
　
八
雲
町
は
人
口
減
少
・
財
政
悪

化
・
産
業
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
。
第

２
期
総
合
計
画
の
成
果
と
課
題
を
町
長

は
ど
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
の
か
。

町
長　
８
年
間
で
コ
ロ
ナ
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
等
、
社
会
情
勢
が
激
変
。
観

光
・
福
祉
・
ス
ポ
ー
ツ
は
コ
ロ
ナ
で
停

滞
し
た
が
、
終
息
後
は
回
復
。
産
業
分

野
で
は
サ
ー
モ
ン
養
殖
・
ワ
イ
ン
用
ぶ

ど
う
な
ど
新
産
業
に
着
手
。
農
業
・
漁

業
は
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
つ
つ

も
、
支
援
策
で
経
営
戸
数
は
大
き
く

減
っ
て
い
な
い
が
、
人
口
減
少
・
担
い

手
不
足
・
ふ
る
さ
と
納
税
依
存
な
ど
改

映
し
、
10
〜
20
年
後
を
見
据
え
た
持
続

可
能
な
計
画
に
す
る
。

問
　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広

く
意
見
を
聞
き
、
若
者
が
「
帰
り
た

い
」
と
思
え
る
町
に
す
る
た
め
、
人
づ

く
り
・
関
係
づ
く
り
を
重
視
し
て
ほ
し

い
。
計
画
策
定
に
お
い
て
は
、
コ
ン
サ

ル
だ
け
で
は
な
く
大
学
も
含
め
て
考
え

て
ほ
し
い
。
美
し
い
言
葉
で
夢
の
み
を

記
載
す
る
の
で
は
な
く
、
現
実
の
厳
し

さ
も
載
せ
て
み
ん
な
で
取
り
組
む
べ

き
。
協
働
の
町
づ
く
り
中
心
の
計
画
に

し
て
ほ
し
い
。

町
長
　
第
３
期
計
画
は
〝
夢
と
現
実

の
両
立
〟
を
目
指
す
。

問
　
産
業
分
野
の
後
継
者
・
担
い
手

不
足
の
解
決
策
と
し
て
、
国
内
外
の
大

学
と
連
携
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等

で
学
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。
八
雲
町
の
魅
力
体
験
、
専

門
知
識
の
提
供
、
課
題
分
析
・
政
策
検

証
、
共
同
研
究
・
職
員
研
修
な
ど
を
行

い
、
外
部
人
材
流
入
の
入
口
に
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
大
規
模
協
定
だ
け
で

な
く
、
ゼ
ミ
単
位
等
の
小
さ
な
連
携
も

有
効
。
民
間
と
の
協
働
で
費
用
負
担
を

抑
え
て
い
る
例
も
あ
る
の
で
、
そ
う
し

た
情
報
を
集
約
す
る
た
め
の
窓
口
の
設

置
も
必
要
。

副
町
長    

既
存
の
大
学
連
携
は
あ
る

が
大
学
の
都
合
や
コ
ロ
ナ
に
よ
り
縮

小
。後
継
者
・
担
い
手
対
策
と
し
て
、大

学
を
含
め
た
教
育
機
関
と
の
連
携
が
重

要
だ
と
の
認
識
は
あ
る
の
で
、他
町
の

状
況
調
査
や
各
課
の
ア
ン
テ
ナ
を
高
く

し
、有
効
な
方
法
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る

町政を問う
Ｑ

第
２
期
総
合
計
画
の
総
括
と
３
期
計
画
へ
の
思
い
は
？

Ｑ

国
内
外
の
大
学
と
の

�

連
携
の
検
討
を
！
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町
長　
特
別
に
説
明
を
加
え
な
く
て

も
判
断
に
影
響
は
し
な
い
、
と
考
え
た
。	

森
林
環
境
譲
与
税
は
今
後
も
活
用
可
能
。

設
計
業
者
の
見
直
し
提
案
を
隠
し
て

い
た
事

問
　
10
月
31
日
、
１
月
16
日
と
２
度

に
わ
た
っ
て
設
計
業
者
JV
が
設
計
見
直

し
案
を
提
案
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、

併
せ
て
コ
ス
ト
削
減
案
も
提
示
し
て
い

た
事
を
隠
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、

議
会
の
調
査
で
初
め
て
判
っ
た
事
な
の

だ
が
、
未
だ
に
謝
り
も
し
な
い
。

町
長　
提
案
内
容
が
不
十
分
な
モ
ノ

だ
っ
た
た
め
説
明
を
し
な
い
、
と
判
断

を
し
た
。
既
に
議
会
や
町
民
に
〝
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
〟
を
周
知
す
る
日
程
を
決
め
て

い
た
の
で
混
乱
を
避
け
る
た
め
説
明
を

し
な
か
っ
た
。

　

何
故
、
そ
こ
ま
で
し
て
の　

〝
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
〟

な
の
か
？

問
　
現
設
計
を
改
良
し
た
方
が
早
い

し
、
新
し
い
設
計
業
者
に
頼
む
よ
り
安

く
な
る
だ
ろ
う
に
…
。
何
故
、
現
設
計

案
、
現
設
計
業
者
を
も
廃
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
、
解
ら
な
い
。

町
長　
入
札
が
２
回
も
不
調
に
な
っ

た
。
約
９
億
円
の
コ
ス
ト
増
。
設
計
修

正
で
は
限
界
、
面
積
縮
小
し
か
無
い
。

　

行
政
の
姿
勢

問
　
説
明
を
し
な
い
、
情
報
も
隠
す
➡

目
的
の
為
に
は
手
段
を
選
ば
な
い
、
と

映
る
➡
こ
れ
は
信
頼
を
崩
す
行
為
だ
。

不
透
明
で
不
誠
実
な
進
め
方
で
〝
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
〟
へ
誘
導
し
た
、
と
し
か
見
え

な
い
。
行
政
は
町
民
の
為
に
行
う
も
の

で
あ
り
、
町
長
の
為
に
行
う
も
の
で
は

無
い
。

町
長　
通
常
の
説
明
会
だ
っ
た
。
誘

導
、
不
正
の
意
識
は
無
い
。
合
理
的
な

判
断
を
し
て
進
め
た
。
反
省
は
無
い
。

【
質
問
を
終
え
て
…
】『
不
都
合
な
真

実
』
を
隠
し
通
す
。
バ
レ
た
と
し
て
も

『
自
己
都
合
の
弁
解
』
に
終
始
…
。
こ

れ
で
は
萬
谷
行
政
の
発
す
る
全
て
の
情

報
、
資
料
に
『
隠
し
ご
と
』
が
有
る
か

も
し
れ
な
い
、
と
い
う
前
提
で
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
く
な
る
。
行
政
権
力
の

ト
ッ
プ
と
い
う
立
場
を
解
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

三
み さ わ

澤　公
き み お

雄 議員

問
　
以
前
の
説
明
会
で
は
大
屋
根
の�

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
は
３
千
４
百
万
円�

（
25
〜
30
年
）
と
説
明
し
て
い
た
の
に�

今
回
の
説
明
会
で
は
、「
外
壁
を
含
む
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
」
と
し
て
８
千
４
百�

万
円
（
20
年
）
と
、
表
現
方
法
を
変
え

た
。
こ
れ
は
屋
根
単
体
表
記
だ
っ
た
も

の
を「
外
壁
込
み
」に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
　〝
意
図
的
に
数
字
を
大
き
く
〟
し
、

且
つ
分
母
の
年
数
ま
で
異
な
る
表
記
。

ま
さ
し
く
「
印
象
操
作
」
だ
っ
た
。

町
長　
外
壁
修
繕
の
時
期
と
併
せ
た

合
理
的
な
算
出
で
、
言
わ
れ
る
よ
う
な

意
図
を
し
た
も
の
で
は
無
い
。

設
計
案
に
有
利
な
要
素
の
未
説
明

問
　
説
明
さ
れ
な
か
っ
た
重
要
要
素

…
ア
ル
ミ
合
金
の
大
屋
根
の
裏
側
に
町

産
材
を
使
う
こ
と
で
森
林
環
境
譲
与
税

か
ら
１
億
３
千
３
百
万
円
が
補
填
さ
れ

る
。
こ
の
金
額
は
大
屋
根
修
繕
費
と
し

て
考
え
れ
ば
３
回
分
、
60
年
分
の
修
繕

費
を
賄
う
事
に
成
る
こ
と
や
　〝
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
〟
に
す
る
と
膨
大
な
書
類
の
や

り
取
り
で
手
に
入
れ
た
Ｚ
Ｅ
Ｂ
補
助
金

３
億
６
千
万
円
を
捨
て
て
し
ま
う
説
明

も
無
い
。
設
計
案
に
不
利
な
情
報
だ
け

強
調
し
て
ア
ン
フ
ェ
ア
な
運
営
だ
。

問
　
説
明
会
は
誤
解
を
生
ん
だ
場

だ
っ
た
。

町
長　

誤
解
が
あ
っ
た
認
識
は
無

い
。
誘
導
も
し
て
い
な
い
。

問
　
デ
ザ
イ
ン（
大
屋
根
）が
原
因
で

コ
ス
ト
増
と
い
う
『
誤
解
に
基
づ
く
質

問
が
放
置
さ
れ
て
』
誤
解
が
拡
大
し
た
。

　
そ
の
場
に
居
な
い
反
論
で
き
な
い
設

計
業
者
、
前
町
長
が
不
当
に
貶

お
と
し
めめ
ら
れ

た
説
明
会
だ
っ
た
。

町
長　
説
明
を
簡
潔
に
行
な
っ
た
だ

け
。
問
題
の
あ
っ
た
説
明
会
と
は
考
え

て
い
な
い
。

コ
ス
ト
説
明
に
つ
い
て

長
文
な
議
事
録
を
ま
と
め
き
れ
た
か
、

自
信
は
有
り
ま
せ
ん
。（
持
ち
時
間
45

分
を
使
い
切
り
ま
し
た
。）

是
非
、
八
雲
町
議
会Y

ouT
ube

第
一

回
定
例
会
３
月
５
日
を
お
聴
き
下
さ

い
。（
私
の
一
般
質
問
は
１
時
間
50
分

32
秒
か
ら
始
ま
り
ま
す
。）

Ｑ

八
雲
町
役
場
新
庁
舎
等
建
設
町
民
説
明
会

�

で
の
発
言
等
に
つ
い
て
！
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と
面
積
、
構
造
等
が
大
き
く
変
わ
る
た

め
、
改
め
て
基
本
・
実
施
設
計
を
行
う
。

３
．
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
は
築
30
年
を
経

過
し
、
大
規
模
改
修
の
時
期
が
到
来
し

て
い
る
こ
と
、
あ
わ
せ
て
公
民
館
機
能

と
し
て
必
要
な
改
修
を
検
討
す
る
こ
と

と
な
る
。
今
後
、
公
民
館
利
用
団
体
等

と
協
議
を
進
め
て
い
く
が
、
現
段
階
で

は
お
示
し
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。

問
　
な
ぜ
２
度
の
入
札
不
調
と
い
う

状
況
に
な
っ
た
の
か
。
管
理
体
制
は
ど
う

で
あ
っ
た
の
か
。
そ
も
そ
も
令
和
７
年

３
月
に
実
施
設
計
が
完
了
し
10
月
15
日

の
入
札
ま
で
の
間
、
鉄
骨
価
格
を
は
じ

め
建
築
コ
ス
ト
の
上
昇
に
つ
い
て
の
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
。
　

建
設
課
長
補
佐　
こ
れ
ま
で
の
ル

ー
ル
に
囚
わ
れ
、
資
材
高
騰
に
つ
い
て

認
識
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
落
ち
度

と
し
て
認
め
て
い
る
。
今
後
の
入
札
に

つ
い
て
は
、
市
場
価
格
の
動
向
を
常
に

見
な
が
ら
、
柔
軟
に
設
計
の
価
格
を
適

正
に
求
め
て
い
く
。

問
　
平
成
28
年
12
月
に
策
定
さ
れ

た
『
八
雲
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
』
こ
の
中
で
公
共
施
設
総
量
適
正
化

の
取
組
と
し
て
、
庁
舎
・
公
民
館
の
複

合
化
の
記
載
が
あ
る
。
当
町
の
公
共
施

設
整
備
の
考
え
方
と
し
て
必
要
な
こ
と

で
は
。

町
長　
今
回
の
庁
舎
建
設
計
画
に
お

い
て
、
公
民
館
機
能
を
除
外
し
た
こ
と
に

つ
い
て
は
申
し
訳
な
い
。
今
後
『
八
雲

町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
』
の
在

り
方
を
踏
襲
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問
　
防
災
拠
点
と
し
て
の
考
え
方
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
設
計
で
は
災
害

時
約
３
千
人
の
避
難
者
受
け
入
れ
を
想�

定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
今
回
公
民
館

機
能
が
除
か
れ
る
こ
と
に
よ
り
受
け
入

れ
人
数
は
減
る
こ
と
に
な
る
。
公
民
館

機
能
を
移
設
す
る
予
定
の
シ
ル
バ
ー
プ

ラ
ザ
は
、
河
川
氾
濫
区
域
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
町
民
の
防
災
意
識
が
年
々
高

ま
る
中
で
一
人
で
も
多
く
の
避
難
者
を

受
け
入
れ
る
体
制
の
構
築
が
必
要
で

は
。副

町
長　
養
護
学
校
の
空
き
室
、
保

健
セ
ン
タ
ー
棟
も
使
う
こ
と
を
想
定
し

な
が
ら
、
災
害
時
一
人
で
も
多
く
の
方

を
誘
導
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
く
。

町
長　
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
太
陽

光
パ
ネ
ル
、
耐
震
性
貯
水
タ
ン
ク
等
、

災
害
対
応
に
必
要
な
機
器
類
の
整
備
を

考
え
て
い
く
。

関
せきぐち

口　正
まさひろ

博 議員

１
．�『
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
設
計
を
し
直
す
』

と
判
断
し
た
具
体
的
な
根
拠
に
つ

い
て
改
め
て
伺
う
。

２
．�

現
設
計
の
設
計
変
更
・
現
設
計
者

と
の
協
議
継
続
を
含
め
た
議
会
側

の
提
案
は
検
討
さ
れ
た
の
か
。

３
．�

シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
を
公
民
館
と
し

て
大
規
模
改
修
す
る
と
の
こ
と
だ

が
改
修
内
容
・
事
業
規
模
は
。

町
長　
１
．
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
設
計
を

見
直
す
と
判
断
し
た
根
拠
は
、
現
設
計

の
ま
ま
進
め
た
場
合
、
９
億
円
程
度
の

工
事
費
が
増
額
と
な
る
こ
と
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
費
用
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
設
計
を
見
直
す
こ
と

で
建
築
コ
ス
ト
を
低
減
さ
せ
、
将
来
の

機
器
更
新
費
用
を
含
む
維
持
管
理
コ
ス

ト
を
抑
え
た
建
物
と
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
判
断
し
た
。

２
．
現
実
施
設
計
業
務
に
つ
い
て
は
令

和
７
年
３
月
に
完
成
し
、
業
務
が
完
了

し
て
お
り
、
設
計
変
更
で
は
対
応
で
き

な
い
。
設
計
変
更
を
現
設
計
事
業
者
と

の
随
意
契
約
と
し
た
場
合
、
地
方
自
治

法
に
よ
る
様
々
な
制
約
が
あ
る
。
こ
れ

ま
で
の
計
画
か
ら
公
民
館
機
能
を
除
く

問
　
新
庁
舎
等
建
設
工
事
に
お
い

て
、
建
築
主
体
工
事
の
２
度
の
入
札
不

調
を
受
け
、
議
会
と
の
協
議
、
町
民
説

明
会
を
経
て
、
現
設
計
は
活
用
せ
ず
に

新
た
に
設
計
す
る
こ
と
を
基
本
に
庁
舎

建
設
事
業
を
進
め
る
と
の
決
断
が
示
さ

れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
設
計
費
等
で
投
じ

ら
れ
た
１
億
９
千
万
円
を
無
駄
に
し
て

で
も
現
設
計
を
白
紙
化
す
る
こ
と
が
最

善
で
あ
る
と
判
断
し
た
根
拠
に
つ
い

て
、
現
状
に
お
い
て
は
説
明
責
任
が
十

分
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い

と
受
け
止
め
て
お
り
、
以
下
の
点
に
つ

い
て
質
問
す
る
。

Ｑ

新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
！
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会
が
発
足
し
た
。
こ
の
会
の
目
的
は
、

八
雲
熊
彫
の
技
術
及
び
文
化
的
背
景
を

次
世
代
へ
確
実
に
継
承
す
る
と
と
も
に
、�

地
域
内
外
と
の
連
携
を
通
じ
て
持
続
可

能
な
発
展
を
図
り
、
地
域
文
化
の
振
興

及
び
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
と
あ

る
。
今
後
、
町
と
し
て
も
熊
彫
文
化
を

支
え
、
育
て
、
次
の
100
年
へ
と
つ
な
ぐ
た

め
の
協
力
体
制
の
構
築
は
可
能
な
の
か
。

町
長　
令
和
７
年
に
発
足
し
た
一
般

社
団
法
人
八
雲
熊
彫
伝
承
保
存
振
興
会

に
つ
い
て
は
、
文
化
継
承
に
重
要
な
役

割
を
担
う
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
町

と
し
て
も
可
能
な
範
囲
で
協
力
し
て
い

く
。
教
育
委
員
会
に
お
い
て
も
、
同
会
の

主
体
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
講
座
の
継
続

や
資
料
館
の
活
用
、
連
携
強
化
を
通
じ

て
、将
来
に
わ
た
る
継
承
に
取
り
組
む
。

問
　
木
彫
り
熊
の
文
化
を
継
承
す
る

た
め
の
講
師
の
後
継
者
の
目
途
は
。
ま

た
木
彫
り
熊
作
家
を
育
成
す
る
に
あ
た

り
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
す
る
こ

と
は
可
能
な
の
か
。

教
育
長　
後
継
者
育
成
に
関
し
て

は
、
講
座
受
講
生
か
ら
講
師
を
育
成
し

た
い
意
向
を
示
し
つ
つ
も
、
現
状
は
厳

し
い
。
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
用
に
つ
い
て
は
可
能
性
が
あ
り
、
過

去
に
も
検
討
実
績
が
あ
る
。

問
　
木
彫
り
熊
を
収
蔵
す
る
郷
土
資

料
館
に
つ
い
て
、
八
雲
を
代
表
す
る
文

化
財
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
拡
大
す
る
た

め
に
、
将
来
新
庁
舎
建
設
に
伴
い
、
移

転
後
の
旧
公
民
館
の
一
部
を
活
用
す
る

こ
と
は
可
能
な
の
か
。

教
育
長　
郷
土
資
料
館
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
特
別
展
等
で
公
民
館
を
一

時
利
用
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
常
設

展
示
は
難
し
い
。
公
民
館
移
転
後
の
施

設
活
用
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
保
存
に

は
温
湿
度
管
理
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、

解
体
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
暫
定
的
な

活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

全
体
と
し
て
町
は
、
木
彫
り
熊
文
化
を

将
来
に
継
承
す
る
た
め
、
行
政
内
部
の

連
携
強
化
と
民
間
団
体
と
の
協
働
を
図

り
な
が
ら
、
次
の
100
年
に
向
け
た
取
組

を
進
め
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

小
こ に し

西　雄
ゆういち

一 議員

ま
た
、
100
周
年
事
業
等
を
通
じ
て
町
内

外
の
関
心
が
高
ま
り
、
講
座
受
講
生
や

独
学
に
よ
る
制
作
活
動
、
販
売
や
体
験

事
業
の
広
が
り
な
ど
、
裾
野
が
拡
大
し

て
い
る
。
今
後
の
推
進
体
制
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
踏
ま
え
、
町

全
体
で
情
報
共
有
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
木
彫
り
熊
の
魅
力
発
信
に
努
め

る
。
ま
た
、
100
周
年
事
業
で
は
連
携
不

足
の
課
題
も
あ
っ
た
と
し
、
そ
の
反
省

を
踏
ま
え
、
庁
内
で
の
合
意
形
成
を
図

り
、
今
後
は
組
織
横
断
的
に
取
り
組
む
。

問
　
周
年
行
事
の
観
点
か
ら
開
墾
150

年
イ
ベ
ン
ト
が
２
年
後
に
控
え
て
い
る
。�

現
在
計
画
し
て
い
る
中
で
木
彫
り
熊
を

含
め
た
内
容
で
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長　
令
和
10
年
に
開
墾
150
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
現
在
教
育
委
員
会
を

メ
イ
ン
に
、
郷
土
資
料
館
で
徳
川
家
に

関
す
る
貴
重
な
資
料
を
披
露
す
る
よ
う

な
か
た
ち
で
、
特
別
な
企
画
を
開
催
す

る
予
定
で
あ
る
。

問
　
八
雲
町
の
有
志
を
中
心
に
、
昨

年
７
月
に
一
般
社
団
法
人
、
八
雲
熊
彫

伝
承
保
存
振
興
会
、
通
称
八
雲
熊
彫
の

問
　
後
継
者
育
成
、
伝
統
の
継
承
問

題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。
ま

た
、
現
在
社
会
教
育
課
が
主
体
と
な
っ

て
事
業
を
進
め
て
い
る
が
、
町
の
組
織

全
体
と
し
て
の
事
業
を
展
開
し
て
い
く

可
能
性
は
あ
る
の
か
。

町
長　
木
彫
り
熊
発
祥
100
周
年
を
契

機
と
し
た
文
化
の
継
承
と
発
展
に
つ
い

て
、
後
継
者
育
成
や
伝
統
継
承
に
向
け

た
取
組
と
し
て
、
木
彫
り
熊
講
座
の
開

講
や
資
料
の
収
集
・
保
存
、
調
査
研
究
、

さ
ら
に
は
学
校
教
育
へ
の
協
力
な
ど

教
育
委
員
会
を
中
心
に
進
め
て
い
る
。	

Ｑ

木
彫
り
熊
発
祥
の
地
「
八
雲
」

�

こ
れ
か
ら
の
１００
年
に
向
け
て
！
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て
い
な
い
。

問
　
不
登
校
、
そ
の
他
長
期
欠
席
の

分
も
国
の
支
援
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い

る
。
本
来
、
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
児

童
に
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ア
レ

ル
ギ
ー
で
食
べ
ら
れ
な
い
児
童
は
対
応

す
る
け
ど
、
そ
れ
以
外
は
駄
目
と
い
う

の
は
違
う
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
不
登
校
と
い
っ
て
も
色
々	

な
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、
給
食
は
登
校
す

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
用
意
す
る
。
病

気
や
け
が
等
で
長
期
間
休
む
の
が
間
違

い
な
け
れ
ば
、
給
食
を
止
め
る
こ
と
は	

で
き
る
が
、
学
校
に
行
っ
て
ほ
し
い
と	

い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
保
護
者
が
、

「
給
食
を
止
め
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
こ

と
は
ま
ず
な
い
と
思
う
。
給
食
を
用
意

し
た
段
階
で
給
食
費
が
必
要
に
な
る
。

問
　
給
食
業
務
外
部
委
託
を
受
け
た

業
者
に
よ
る
契
約
条
件
が
材
料
納
入
業

者
や
調
理
員
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
労

働
条
件
と
し
て
大
幅
な
減
額
で
の
厳
し

い
条
件
の
た
め
、
栄
養
士
を
確
保
で
き

な
い
事
で
町
内
の
業
者
・
働
く
人
々
に

苦
汁
を
飲
ま
す
の
は
、
町
内
随
一
の
職

場
を
持
つ
八
雲
町
と
し
て
い
か
が
な
も

の
な
の
か
。
栄
養
士
を
確
保
し
、
院
内

給
食
を
継
続
す
べ
き
と
思
う
が
、
町
の

考
え
を
伺
う
。

町
長　
開
院
当
時
よ
り
直
営
を
維
持

し
、
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
き
た
と
こ
ろ
だ
が
、
数
年
前
よ
り
調

理
員
の
確
保
に
困
難
を
極
め
、
調
理
業

務
を
は
じ
め
、
医
療
に
深
く
関
わ
る
管

理
栄
養
士
の
確
保
も
非
常
に
苦
慮
し
て

い
る
。
安
心
安
全
か
つ
安
定
し
た
業
務

を
遂
行
す
る
た
め
、
調
理
部
門
の
外
部

委
託
を
進
め
よ
う
と
現
在
、
最
終
的
な

業
務
調
整
を
進
め
て
い
る
。
調
理
員
の

処
遇
、
生
鮮
食
品
を
は
じ
め
と
す
る
給

食
材
料
の
町
内
調
達
は
、
業
者
選
定
の

段
階
か
ら
強
力
に
提
案
し
て
き
た
。
職

員
の
継
続
雇
用
、
処
遇
面
は
も
ち
ろ
ん

当
該
業
者
は
、
地
域
貢
献
、
地
域
活
性

の
推
進
を
掲
げ
て
お
り
、
災
害
時
に
お

け
る
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
物
流
等
が

寸
断
さ
れ
た
際
な
ど
、
一
番
頼
れ
る
の

は
地
元
取
引
業
者
の
方
で
あ
り
、
関
係

性
は
大
切
に
維
持
し
て
い
く
と
い
う
提

案
で
あ
り
決
定
に
至
っ
て
い
る
。

要
望　
委
託
し
た
病
院
と
し
て
、
委

託
さ
れ
た
業
者
と
の
約
束
を
守
っ
て
も�

ら
う
と
こ
ろ
に
力
点
を
置
い
て
ほ
し
い
。

横
よ こ た

田　喜
き よ し

世志 議員

る
と
な
っ
て
い
る
。
不
登
校
・
長
期
欠

席
な
ど
の
様
々
な
理
由
か
ら
給
食
を
食

べ
ら
れ
な
い
児
童
に
も
給
食
費
相
当
分

を
支
給
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
と
し

て
の
考
え
を
伺
う
。

教
育
長　
学
校
給
食
は
、
子
供
た
ち	

に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を
確
保
し
、

教
育
環
境
を
整
え
る
た
め
に
は
不
可

欠
。
普
及
と
無
償
化
は
、
家
庭
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
だ
け
で
な
く
、
食

育
の
観
点
か
ら
も
非
常
に
意
義
が
あ

る
。
八
雲
町
は
平
成
30
年
度
か
ら
給
食

費
の
無
償
化
、
令
和
４
年
度
か
ら
ア
レ

ル
ギ
ー
に
よ
り
給
食
を
食
べ
る
こ
と
が

で
き
な
い
児
童
生
徒
に
つ
い
て
、
給
食

費
相
当
分
を
支
給
す
る
制
度
を
設
け
対

応
し
て
い
る
。
非
喫
食
者
へ
の
支
給
判

断
は
学
校
設
置
者
で
あ
る
市
町
村
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
が
、
不
登
校
児
童
生
徒

へ
の
対
応
は
、
児
童
生
徒
の
学
習
で
き

る
機
会
を
保
障
す
る
た
め
、
い
つ
学
校

に
来
て
も
受
入
れ
で
き
る
体
制
を
取
っ

て
お
く
こ
と
が
必
要
。
給
食
も
、
い
つ

で
も
食
べ
ら
れ
る
環
境
を
整
え
て
お
く

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
給

食
費
相
当
額
を
支
給
す
る
こ
と
は
考
え

問
　
国
が
２
分
の
１
負
担
で
、
給
食

費
負
担
軽
減
交
付
金
が
創
設
さ
れ
る
。

児
童
数
×
基
準
額
×
11
か
月
×
２
分
の

１
が
交
付
さ
れ
、
残
り
の
２
分
の
１
は

都
道
府
県
の
負
担
に
な
る
。
基
準
額
は

物
価
高
騰
を
見
据
え
た
１
月
当
た
り

５
千
２
百
円
。
八
雲
町
は
給
食
費
無
償

化
に
な
っ
て
お
り
、
町
の
財
政
負
担
が

軽
く
な
る
。
現
在
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
ち

給
食
を
食
べ
ら
れ
な
い
児
童
に
は
、
給

食
費
相
当
分
を
支
給
し
て
い
る
。
し
か

し
、
給
食
費
負
担
軽
減
交
付
金
は
在
籍

児
童
数
で
交
付
さ
れ
、
非
喫
食
者
の
取

り
扱
い
は
学
校
設
置
者
の
判
断
に
委
ね

Ｑ

国
の
学
校
給
食
無
償
化
支
援
に
つ
い
て
！

Ｑ

総
合
病
院
の
給
食
業
務

�

外
部
委
託
に
つ
い
て
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る
よ
う
、
指
示
を
出
し
て
取
り
組
む
よ

う
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
八
雲
町
で
も
、
人
口
減
少
に
よ

り
外
国
人
労
働
者
が
増
え
て
い
る
。
ほ

と
ん
ど
が
一
次
産
業
や
民
間
の
事
業
所

で
働
い
て
い
る
が
、
産
業
が
維
持
で
き

る
こ
と
で
、
町
に
も
良
い
影
響
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
方
た
ち

が
住
み
や
す
く
働
き
や
す
い
環
境
作
り

の
た
め
、
町
と
し
て
も
何
ら
か
の
対
応

が
必
要
と
考
え
る
。
私
た
ち
町
民
に

と
っ
て
も
、
日
本
以
外
の
言
語
や
文
化

に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
と
て
も
貴
重
な

体
験
に
な
る
の
で
、
是
非
、
町
と
し
て

相
談
窓
口
の
設
置
や
交
流
の
場
の
設
定

を
考
え
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

町
長　
八
雲
町
に
お
け
る
在
留
外
国

人
数
は
、
令
和
７
年
８
月
現
在
で
501
人
。

農
業
・
漁
業
の
一
次
産
業
や
水
産
加
工

な
ど
の
製
造
業
が
８
割
以
上
と
当
町
の

基
幹
産
業
を
支
え
る
大
事
な
存
在
。
当

町
に
お
い
て
専
用
窓
口
は
な
い
が
、
相

談
内
容
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

に
お
い
て
適
宜
対
応
し
て
お
り
、
今
後

も
関
係
機
関
・
団
体
と
も
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
各
担
当
に
お
い
て
、
き
め
細

や
か
な
対
応
に
努
め
て
い
く
。
交
流
に

つ
い
て
は
、
町
が
主
催
し
て
の
交
流
事

業
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、
民
間
企

業
・
団
体
が
主
催
し
て
サ
ッ
カ
ー
大
会

が
開
催
さ
れ
た
り
、
山
車
行
列
や
地
域

の
祭
り
な
ど
に
参
加
し
て
地
域
住
民
と

の
交
流
や
外
国
人
労
働
者
間
の
交
流
が

図
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
事
業
者
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
支
援
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
て
、
外
国
人
労
働
者
が
住
み
や

す
く
働
き
や
す
い
環
境
作
り
に
繋
が
る

施
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

水
み ず の

野　博
ひ ろ み

美 議員

な
る
担
い
手
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
基
本
的
に

は
、
町
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
れ
る

よ
う
な
機
会
や
き
っ
か
け
を
多
く
作
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
幅
広
い
世
代
や
価
値
観
を
も
っ

た
方
々
が
参
加
で
き
る
環
境
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
も
努
め
る
。
町
は
行

政
と
町
民
の
双
方
の
視
点
を
も
っ
て
一

緒
に
考
え
、
グ
ル
ー
プ
の
主
体
性
や
活

性
化
が
図
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
な
が

ら
成
果
や
実
績
を
築
き
上
げ
る
よ
う
経

験
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く

り
に
関
わ
る
町
民
の
意
識
の
高
揚
と
人

材
の
育
成
に
つ
な
げ
ら
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

問
　
各
課
の
連
携
は
、
仕
事
の
効
率

化
に
お
い
て
も
極
め
て
強
力
な
武
器
に

な
る
。
新
庁
舎
は
、
合
同
庁
舎
に
な
る

の
で
、
各
課
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　
職
員
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、
横
の
連
携
を
繋
げ

て
仕
事
を
し
て
い
く
こ
と
が
一
番
大
事

な
の
か
と
思
っ
て
い
る
。
新
庁
舎
に

な
っ
て
一
つ
の
建
物
に
事
務
方
の
職
員

全
部
が
入
る
の
で
、
一
層
連
携
が
深
ま

問
　
ま
ち
づ
く
り
は
、
人
づ
く
り
と

言
わ
れ
て
い
る
。
八
雲
町
に
お
い
て
も

様
々
な
職
員
研
修
や
、
ま
ち
づ
く
り
人

材
育
成
の
た
め
、
各
課
で
取
組
を
さ
れ

て
い
る
と
思
う
が
そ
の
現
状
と
課
題
を

伺
う
。

町
長　
人
材
育
成
に
加
え
て
、
人
口

減
少
に
伴
う
人
材
確
保
、
職
場
環
境
の

整
備
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
も
喫
緊

の
課
題
。
町
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

産
業
や
分
野
に
関
わ
り
、
実
情
を
よ
く

知
る
所
管
課
が
主
体
と
な
っ
て
、
当
該

産
業
・
分
野
で
活
躍
す
る
町
民
の
中
か

ら
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と

Ｑ

八
雲
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
材
育
成
に
つ
い
て

Ｑ

総
合
病
院
の
給
食
業
務

�

外
部
委
託
に
つ
い
て

Ｑ

八
雲
町
在
住
の
外
国
人
の

�

現
状
と
交
流
に
つ
い
て
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定例会・臨時会議件一覧
令和８年第１回定例会（令和８年３月５日～１３日）

議案第１号 令和８年度八雲町一般会計予算 議案第19号 指定管理者の指定について

議案第２号 令和８年度八雲町国民健康保険事業特別会計予算 議案第20号 町道路線の変更について

議案第３号 令和８年度八雲町後期高齢者医療特別会計予算 議案第21号 八雲町過疎地域持続的発展市町村計画の策定について

議案第４号 令和８年度八雲町介護保険事業特別会計予算 議案第22号 令和７年度八雲町一般会計補正予算（第11号）

議案第５号 令和８年度八雲町水道事業会計予算 議案第23号 令和７年度八雲町国民健康保険事業特別会計補正予算
（第３号）

議案第６号 令和８年度八雲町熊石地域簡易水道事業会計予算 議案第24号 令和７年度八雲町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）

議案第７号 令和８年度八雲町下水道事業会計予算 議案第25号 令和７年度八雲町介護保険事業特別会計補正予算
（第３号）

議案第８号 令和８年度八雲町農業集落排水事業会計予算 議案第26号 令和７年度八雲町病院事業会計補正予算（第１号）

議案第９号 令和８年度八雲町病院事業会計予算 議案第27号 八雲町保育所条例及び八雲町保育所等の利用者負担に
関する条例の一部を改正する条例

議案第10号 八雲町長及び副町長の給料の特例に関する条例 議案第28号 令和８年度八雲町一般会計補正予算（第１号）

議案第11号 八雲町一般職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を
改正する条例 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて

議案第12号 八雲町病院事業使用料及び手数料徴収条例の一部を改正
する条例 諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

議案第13号 八雲町火災予防条例の一部を改正する条例 発委第１号 八雲町議会基本条例の一部を改正する条例

議案第14号 指定管理者の指定について 発議第１号 泊発電所３号機の再稼働に反対する意見書

議案第15号 指定管理者の指定について 発議第２号 高額療養費制度の負担上限額引き上げの撤回を求める
意見書

議案第16号 指定管理者の指定について 発議第３号 非核三原則の堅持と法制化を求める意見書

議案第17号 指定管理者の指定について 議会運営委員会の閉会中の継続調査申出書

議案第18号 指定管理者の指定について

令和８年第２回臨時会（令和８年３月26日）

議案第１号 令和７年度八雲町一般会計補正予算（第12号） 発委第１号 八雲町役場庁舎等整備調査特別委員会設置に関する決議

議案第２号 令和８年度八雲町一般会計補正予算（第２号）

令和８年第３回臨時会（令和８年４月13日）

議案第１号 令和８年度八雲町一般会計補正予算（第３号） 承認第２号 専決処分の承認について

承認第１号 専決処分の承認について 発委第1号 病院経営健全化調査特別委員会設置に関する決議

議　　　　　件　　　　　名 採決結果

赤

井

睦

美

水

野

博

美

横
　
田
　
喜
世
志

安

藤

辰

行

斎
　
藤
　
　
　
實

黒

島

竹

満

牧
　
野
　
　
　
仁

関

口

正

博

小

西

雄

一

三

澤

公

雄

倉

地

清

子

寺

田

広

樹

宮

本

雅

晴

大
久
保
　
建
　
一

発議第１号 泊発電所３号機の再稼働に反対する意見 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ╳ ╳ ○ ╳ ╳ ╳ −

発議第２号 高額療養費制度の負担上限額引き上げの撤回を求める意見書 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ╳ ╳ ○ ○ ○ ○ −

発議第３号 非核三原則の堅持と法制化を求める意見書 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ╳ ╳ ○ ╳ ○ ○ −

※大久保建一議長は賛否同数の場合に、その可否を決定します。

第１回定例会　賛否一覧（反対のあった議案を掲載）
賛成  〇　 反対  ×
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目
的　

・
避
難
所
の
生
活
環
境
の
向
上

・�

孤
立
す
る
可
能
性
の
あ
る
集
落
に
お

け
る
分
散
備
蓄
拠
点
の
確
保

整
備
予
定
の
資
機
材

　
ジ
ェ
ッ
ト
ヒ
ー
タ
ー
、
組
立
式
ト
イ

レ
、
LED
バ
ル
ー
ン
ラ
イ
ト
、
災
害
用
テ

ン
ト
、
防
災
備
蓄
庫
）

　
ま
ず
は
、
黒
岩
、
落
部
地
区
へ
整
備

し
、
順
次
山
崎
地
区
、
花
浦
地
区
、
熊

石
地
区
へ
整
備
し
て
い
く
予
定
。

防
災
士
資
格
取
得
支
援
事
業
の
創

設
に
つ
い
て�

【
危
機
対
策
課
】

補
助
金
額
　
上
限
６
万
３
千
８
０
０
円

�

予
算
15
名
分
ま
で

【
内
訳
】

・
防
災
士
研
修
講
座
の
受
講
料

�

５
万
５
千
８
０
０
円

・
防
災
士
資
格
取
得
試
験
受
験
料

�

３
千
円

地
域
未
来
交
付
金
（
地
域
防
災
緊

急
整
備
型
）
の
活
用
に
つ
い
て

�

【
危
機
対
策
課
】

概
要　
７
月
30
日
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半

島
沖
地
震
を
踏
ま
え
、
八
雲
町
に
お
い

て
も
主
要
道
路
（
国
道
５
号
線
、
道
道

等
）
が
津
波
浸
水
想
定
区
域
と
重
複
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
路
寸
断
に
よ
り

孤
立
す
る
可
能
性
の
あ
る
集
落
に
、
地

域
未
来
交
付
金
（
地
域
防
災
緊
急
整
備

型
）
を
活
用
し
て
、
資
機
材
を
整
備
す

る
も
の
。

・
防
災
士
認
証
登
録
申
請
料

�

５
千
円

助
成
要
件
　

○�

八
雲
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
ま
た

は
勤
務
す
る
者
で
あ
る
こ
と

○�

北
海
道
地
域
防
災
マ
ス
タ
ー
の
認
定

を
受
け
て
い
る
こ
と

○�

や
く
も
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
属

し
、八
雲
町
や
や
く
も
防
災
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
実
施
す
る
防
災
活
動
を
能

動
的
に
実
施
す
る
意
思
が
あ
る
こ

と
。

　
議
会
で
は
、自
然
災
害
に
対
し
「
公

助
」に
頼
ら
な
い
「
共
助
」に
よ
る
地
域

防
災
活
動
を
主
体
的
に
行
っ
て
い
け
る

よ
う
「
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
」を
増
や

し
、
八
雲
町
の
防
災
力
強
化
に
繋
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

醸
造
用
ブ
ド
ウ
栽
培
状
況
及
び
今

後
の
予
定
に
つ
い
て�

【
農
林
課
】

概
要
　
昨
年
の
蕨
野
、
上
の
湯
地
区

産
の
ヤ
マ
ソ
ー
ビ
ニ
オ
ン
は
収
量

868
㎏
で
糖
度
21
・
８
度
。
只
今
、
民
間

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
協
力
で
醸
造
中
。
８
月

頃
に
は
750
㎖
で
約
700
本
を
製
造
し
、
こ

の
３
月
で
協
力
隊
を
卒
業
さ
れ
た
茂
木

夫
妻
が
、
酒
類
販
売
業
免
許
を
取
得
後

に
こ
れ
ら
を
販
売
す
る
予
定
。

　
な
お
、
三
杉
町
地
区
の
ブ
ド
ウ
畑
で

は
、
昨
年
、
白
ワ
イ
ン
用
の
シ
ャ
ル
ド

ネ
苗
木
を
50
ａ
、
1500
本
を
定
植
し
、
今

年
は
70
ａ
に
黒
ブ
ド
ウ
種
の
ピ
ノ
ノ

ワ
ー
ル
2000
本
を
町
民
参
加
を
促
し
て
一

緒
に
定
植
を
す
る
予
定
。
Ｒ
９
〜
12
ま

で
毎
年
70
ａ
ず
つ
拡
大
し
、
欧
州
系
品

種
を
2000
本
ず
つ
定
植
し
て
い
く
予
定
。

ワ
イ
ナ
リ
ー
設
立
に
向
け
て
は
Ｒ
９
に

基
本
構
想
を
策
定
し
、
Ｒ
10
〜
12
に
施

設
の
実
施
設
計
、
建
設
工
事
、
稼
働
を

目
指
す
。
４
月
に
茂
木
夫
妻
は
個
人
事

業
主
と
し
て
起
業
し
、
町
か
ら
栽
培
管

理
の
委
託
を
受
け
て
栽
培
の
継
続
と
ワ

イ
ン
販
売
を
行
い
な
が
ら
、
ワ
イ
ナ

リ
ー
設
立
ま
で
の
生
計
を
立
て
る
。
こ

れ
ま
で
町
費
で
購
入
し
て
い
た
「
ブ
ド

ウ
栽
培
関
連
資
産
」
は
適
切
な
減
価
償

却
を
し
た
後
、茂
木
夫
妻
の
法
人
へ（
収

支
状
況
を
鑑
み
な
が
ら
）
有
償
譲
渡
す

る
予
定
。

�

他
４
件
の
報
告
を
受
け
た
。

常任委員会常任委員会
� の活動� の活動
令和８年２月～４月の
� 各常任委員会の活動です。

総
務
経
済
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【
保
健
福
祉
課
よ
り
】

八
雲
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
対
応

に
つ
い
て
（
令
和
８
年
２
月
19
日
開
催
）

　
介
護
保
険
収
入
及
び
利
用
者
の
減
少

に
よ
り
、
単
年
度
収
支
の
赤
字
決
算
が

続
い
て
お
り
、
町
か
ら
も
対
応
策
を
提

案
す
る
な
ど
、
収
支
改
善
に
向
け
努
力

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
７
年
11
月

末
で
事
業
運
営
が
成
り
立
た
な
い
と
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
指
定
管
理
の
期
限
で
あ
る
令
和
８

年
３
月
31
日
ま
で
は
、
町
の
支
援
に
よ

り
事
業
を
継
続
。
以
降
の
指
定
管
理
者

に
は
、
新
た
な
事
業
者
を
指
定
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

八
雲
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
指
定

管
理
者
に
つ
い
て

　
社
会
福
祉
法
人
渓
仁
会
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ム
八
雲
）

廃
止
届
の
提
出
に
つ
い
て

　
２
月
６
日
、
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り

３
月
31
日
付
廃
止
届
の
提
出
あ
り
、
同

日
受
理

今
後
に
つ
い
て

　
４
月
１
日
付
で
渓
仁
会
と
八
雲
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
、
渓
仁
会
に
よ
る

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
運
営
開
始

と
な
り
ま
す
。

【
住
民
生
活
課
よ
り
】

「
多
機
能
型
交
流
施
設
建
設
」
に
つ
い
て

（
令
和
８
年
３
月
12
日
開
催
）

　「
ア
イ
ヌ
政
策
推
進
交
付
金
」
を
活

用
し
た
多
機
能
型
交
流
施
設
を
建
設
。

令
和
７
年
度
に
実
施
設
計
が
完
了
し
、

令
和
８
年
度
は
建
設
予
定
地
に
あ
る
既

設
遊
具
の
移
設
、
建
設
工
事
、
施
設
内

備
品
の
購
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

設
置
場
所

　
内
浦
町
ひ
ら
の
公
園
。

目
　
的
　
　

　
ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
統
儀
式
の
開
催
及

び
交
流
の
場
、
地
域
住
民
同
士
の
交
流

を
促
進
し
、
広
く
ア
イ
ヌ
文
化
へ
の
関

心
と
理
解
を
深
め
、
次
の
世
代
へ
ア
イ
ヌ

文
化
の
継
承
を
図
る
こ
と
。
併
せ
て
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
内
浦
町
１
区
会
館

に
替
わ
る
地
域
会
館
と
し
て
整
備
す
る
。

【
住
民
生
活
課
よ
り
】

八
雲
町
出
産
祝
い
金
交
付
事
業
に
つ
い
て

（
令
和
８
年
３
月
26
日
開
催
）

　
八
雲
町
で
は
、
令
和
８
年
４
月
１
日

以
降
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
ご

家
庭
を
支
援
す
る
た
め
、「
出
産
祝
い

金
交
付
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
ど
も
の
誕
生
を
祝
福
す
る
と
と
も

に
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん

　
令
和
８
年
４
月
１
日
以
降
に
出
生

し
、
出
生
後
最
初
の
住
民
登
録
が
八
雲

町
で
行
わ
れ
た
お
子
さ
ん
。

■
祝
い
金
の
額
　
一
律 

20
万
円

■
効
果
検
証
　
交
付
決
定
通
知
と
あ
わ

せ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し
、
事
業
の

効
果
検
証
を
行
い

ま
す
。

委
員
会
よ
り

　
日
本
で
は
少
子
化
が
進
み
、
全
国
的

に
人
口
減
少
が
最
大
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
中
、
一
人
で
も
多
く
の
お
子
さ
ん

が
増
え
る
よ
う
に
、
出
産
祝
い
金
や
お

祝
い
グ
ッ
ツ
を
提
供
す
る
自
治
体
が
増

え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
祝
い
金
等
が

あ
る
と
助
か
り
ま
す
が
、
核
家
族
が
増

え
て
き
て
い
る
現
在
、
家
事
代
行
や
子

育
て
ヘ
ル
パ
ー
、
病
児
病
後
児
の
預
か

り
、
子
育
て
相
談
支
援
が
必
要
と
い
う

声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
点

か
ら
考
え
る
と
、
残
念
な
が
ら
八
雲
町

は
ま
だ
ま
だ
子
育
て
支
援
が
充
実
し
て

い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
み
ん
な
が
忙
し
く
働
い
て
い

る
現
在
で
は
、
昔
の
よ
う
に
隣
近
所
で

子
ど
も
達
の
お
世
話
が
で
き
る
環
境
に

も
な
く
、
保
育
園
に
入
園
で
き
る
ま
で

の
期
間
は
、
孤
独
な
子
育
て
に
な
っ
て

し
ま
う
現
状
も
あ
り
ま
す
。
い
つ
で
も

困
っ
た
と
き
に
手
伝
っ
て
も
ら
え
る
環

境
が
あ
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
出
産
が

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
祝
い
金
が
よ
り
効
果
を
発
揮
す
る
た

め
に
も
、
八
雲
町
に
お
け
る
子
育
て
支

援
の
方
法
を
み
ん
な
で
考
え
て
行
き
ま

し
ょ
う
。

4月1日より運営が開始されました

文
教
厚
生
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Q 高校生活はどうでしたか？　　
・�八雲は自然体でいられる町。中学・高校と同じメン
バーで一緒に過ごす時間が長かったので、楽しい学
校生活を過ごせた。　　　
・�野球部では辛いことも多かった。１年生の時は単独
チームで試合に出たが、２年生の時から部員が減り、
他の高校と合同チームで参加。雰囲気も違ったけれ
ど「まずは１勝を目指そう！」「先輩達を勝たせた
い！」と思って戦った。先輩が卒業し３年生になっ
たら２人になり、冬は１人で顧問の先生と練習をし
ていた。後輩を誘って初めは断られたけど、一人が
入ると芋づる式に入部し、８人になった。
・�１年生の時、半年間茶道部に入部したけれど、担任
の先生に頼まれて生徒会に入った。中学でも生徒会
だったけれど、高校では前の資料を参考に主体的に
取り組むことができ、達成感があった。　
Q 今回候補者の討論会をやろうと思ったのはなぜ？
・�初めて選挙権を得て、誰に入れていいのかわからな
かったので、候補者の話を聞いて決めたいと思った。
・�討論会があると聞いたので、見に行ったら同級生と
いう事で、主催者側に座ることになった。
Q やってみてどうだった？
・�候補者の話を聞けて良かった。選挙カーでは名前だ
けしか聞こえないし、演説しても聞いている方が高
齢者が多いためか、若者への対策は聞けない。今回
は若者メインの話しが聞けて良かった。
・�後輩にも是非やってほしいけれど、あまり政治に興
味がない。
Q 議員に言いたいことは？
・�八雲町には何もないから目立つ何かを建てたいとい
う意識は，どうかなと思う。もっと内側を大切にし、
機能性や住みやすいまちづくりを考えてほしい。み
んな一次産業が大切だから押していると思うけど、
見た目がよろしくない。（４Ｋ）給料や休日、福利
厚生等を考えると、働きたいと思う職場がない。
・�シングルの親への支援はあるけど、孫を育てている
祖父母への支援がない。町民の中にはそういう環境
に置かれている人はいないのか？

　
２
月
末
、
私
立
室
蘭
総
合
病
院

が
２
０
２
７
年
度
を
も
っ
て
閉
院

す
る
と
の
報
道
が
な
さ
れ
た
。
自

治
体
に
と
っ
て
、
病
院
を
維
持
す

る
こ
と
が
い
か
に
重
い
負
担
と

な
っ
て
い
る
か
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
形
だ
。

　

こ
れ
ま
で
、
こ
の
地
域
の
医
療

を
支
え
て
き
た
八
雲
総
合
病
院
も

ま
た
大
き
な
岐
路
に
立
っ
て
い

る
。

　

本
業
で
巨
額
の
損
失
を
計
上

し
、
町
の
財
政
支
援
に
依
存
す
る

構
造
は
、
よ
り
鮮
明
と
な
っ
て
い

る
。
医
師
不
足
、
患
者
数
の
減

少
、
費
用
増
加
と
い
っ
た
課
題
は

全
国
共
通
で
は
あ
る
が
、
八
雲
町

の
よ
う
な
小
さ
な
町
に
お
い
て

は
、
そ
の
影
響
が
よ
り
深
刻
と
な

る
。

　

重
要
な
の
は
、
損
失
額
の
大
小

で
は
な
く
、
こ
の
ま
ま
の
形
で
存

続
が
可
能
か
ど
う
か
。

　

す
べ
て
を
維
持
で
き
る
時
代
は

終
わ
り
つ
つ
あ
る
。
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
地
域
の
医
療
を
守
る

た
め
に
何
を
残
し
何
を
見
直
す
か

と
い
う
冷
静
な
判
断
。　

　

変
え
な
け
れ
ば
失
う
。
町
一
体

と
な
り
病
院
存
続
に
つ
い
て
の
協

議
を
よ
り
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

�

委
員　

関 

口 

正 

博

　祖父母は年金で暮らしているので、物価高で年金だ
けではなかなか大変だと言っている。
Q 将来の夢は？
・�観光の会社に就職し、そこで和・洋・中の料理をひ
と通り教えてもらえるので、そこで頑張って調理師
になりたい。自分の店が持てるといいけれど、なか
なか難しいかな？
・��世界史が好きなので、高校の社会の先生になりたい。
　そして、いずれは八雲に帰ってきたい。
Q �高校生にもまちづくり活動に参加してほしいと思う
けれど、どんな形だと参加してもらえるかな？

・�アルバイトのような、有償ボランティアという形な
ら来ると思う。清掃ボランティアはやってみたい。
・�推薦書に記入できるように、秋までにボランティア
認証ができるものがあれば良い。
・�平和、原爆、災害等関心を持てる研修で、道外に出
ていくことも大事。その研修を通して考える幅が広
がっていくと思う。自分はそうだった。

・・・取材を終えて・・・
　これから夢に向かってはばたく２人。緊張はしてい
ましたが、とてもキラキラ輝いていました。彼らのこ
れからに苦労はあっても、日々小さな幸せを実感でき
ることを心から願って、応援しています！

　町民の皆さまの声が聞きたくて、議会を飛び出し町内の色々な団体や
サークルなどの皆さまの声を聞いてみました。今回は

「町議選立候補者全員を集めての討論会」で
� 質問を考えてくれた2人！

発行／北海道八雲町議会　〠049-3192   北海道二海郡八雲町住初町138　☎0137-62-2388
この広報の製作費は、１部あたり 107.8 円です。

耳を

� すまして

編

集

後

記

【左から、林 昊央君、井筒 風吹君】


